
和和和和 
漢

 
漢

 
漢

 
漢 
古

 
古

 
古

 
古 

書

 

書

 

書

 

書 

の

 

の

 

の

 

の 

部

 

部

 

部

 

部

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

　
　
　



総

　

説

総

　

説

総

　

説

総

　

説

　
本
資
料
室
蔵
の
和
漢
古
書
七
三
点
、
写
真
資
料
二
一
点

の
内
訳
を
本
資
料
室
分
類
表
に
基
づ
い
て
記
す
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

図
書

／

写
真

0
1
 
 

日
本
音
楽
一
般

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

0
3
 
 

古
代
音
楽

 
 

雅
楽

 
 

神
道
音
楽

 
 

二
一

／

 
 

一

0
4
 
 

仏
教
音
楽

 
 

声
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九

／

二
〇

0
5
 
 

平
曲

 
 

琵
琶
楽

 
 

詩
吟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

 
 

0
6
 
 

能

 
 

狂
言

 
 

中
世
芸
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

 
 

0
7
 
 

箏
曲

 
 

地
歌

 
 

胡
弓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

 
 

0
8
 
 

琴
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

 
0
9
 
 

尺
八

 
 

一
節
切

 
 

天
吹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

1
0
 
 

三
味
線
　
歌
舞
伎
音
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

1
1
 
 

明
清
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

 
1
6
 
 

そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

 
 
 
 
 
 
 
 

計

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 
 
 
 

七
三

／

二
一

 
 

一
瞥
し
て
明
か
な
よ
う
に
、
雅
楽
・
声
明
関
係
の
資
料

で
全
体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
点
に
特
長
が
見
ら
れ
る
。

小
泉
文
夫
氏
は
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
研
究
の
基
盤
と

す
る
民
族
音
楽
学
者
と
し
て
名
高
い
が
、
古
文
献
を
多
く

残
す
日
本
の
伝
統
音
楽
、
な
か
ん
ず
く
雅
楽
・
声
明
の
研

究
に
際
し
古
文
献
の
重
要
性
を
十
二
分
に
認
識
さ
れ
、
精

力
的
に
収
集
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
下
に
、
本
資
料
室
蔵
の
古
文
献
を
貴
重
な
も
の
を
中

心
に
概
観
し
て
お
く
。

 
 

雅
楽
関
係
で
は
、
伝
本
が
数
本
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な

い
、
大
神
家
の
伝
承
を
伝
え
る
笛
譜
『
懐
中
譜
』
（
『
国

書
総
目
録
』
に
は
、
内
閣
文
庫
二
、
宮
書
、
東
博
、
旧
下

郷
が
記
さ
れ
る
が
、
他
に
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
に

二
本
蔵
す
。
諸
伝
本
は
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
写
）
、
『
楽

家
録
』
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
る
安
部
季
尚
の
撰
に
な
る

『
三
鼓
要
録
』
（
『
国
書
総
目
録
』
に
は
宮
書
伏
見
、
東

博
（
享
和
二
写
）
、
東
北
大
狩
野
（
文
政
十
二
写
）
、
安

倍
家
、
多
家
の
五
本
が
記
さ
れ
る
の
み
。
）
、
芝
家
の
笛

の
証
譜
と
思
わ
れ
る
芝
葛
清
筆
の
『
﹇
龍
笛
譜
﹈
』
（
他

の
伝
本
は
管
見
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

に
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み
。
）
を
蔵
す
。
な
お
、
雅
楽
関

係
資
料
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
日
根
野
盛
員
、
中
盛
彬

の
写
に
な
る
一
連
の
雅
楽
譜
は
、
奥
書
に
「
天
保
六
乙
未

七
月
／
天
王
寺

岡
氏
譜
／
日

根
野
木
工
助
盛
員
写
之
（
花

押
）
」
（
『
龍
笛
譜
　
完
』

﹇

1
0
8
1
1
9

﹈
）
等
の
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

末
期
の
四
天
王
寺
系
の
伝
承
を
伝
え
る
譜
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
龍
笛
譜
、
篳
篥
譜
は
い
ず
れ
も
仮
名
譜
の
体

を
な
す
が
、
現
行
譜
の
よ
う
に
指
孔
名
は
併
記
さ
れ
ず
、

代
わ
り
に
十
二
律
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 

　
声
明
関
係
で
は
、
南
山
進
流
の
基
本
的
な
教
則
本
で
あ

る
『
魚
山
　
芥
集
』
の
、
正
徳
版
、
慶
安
版
、
明
治
改
正

版
等
の
諸
版
本
を
蔵
す
る
が
、
特
に
慶
安
版
は
希
少
の
た

め
特
記
さ
れ
る
。
小
泉
文
夫
氏
は
『
魚
山
　
芥
集
』
を
重

視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
諸
版
本
の
系
統
や
内
容

の
比
較
を
行
っ
た
自
筆
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
「
雑
資

料
０
１
０
５
６
」
。
ま
た
、
手
写
部
分
に
天
文
二
年
（
一

五
三
三
）
の
年
記
の
見
ら
れ
る
『
﹇
仏
説
阿
弥
陀
経
断
簡
﹈
』

（

M
0
4
8
0
/
8
0
3
5

）
は
、
博
士
の
部
分
は
手
書
き
で
あ
る
が
、

大
半
が
木
版
印
刷
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
写
真
資
料
で
は
、



多
紀
道
忍
氏
旧
蔵
の
『
聲
明
用
心
集
』
『
諸
聲
明
口
伝
随

聞
及
註
之
』
『
聲
明
目
録
　
呂
律
中
曲
聲
歌
之
事
』
『
聲

明
音
律
』
『
顕
密
聲
明
集
（
寛
永
寺
版
）
』
の
五
点
を
蔵

し
、
中
で
も
『
顕
密
聲
明
集
（
寛
永
寺
版
）
』
は
希
少
で

あ
り
、
憲
真
版
、
魚
山
版
と
の
相
違
も
見
ら
れ
貴
重
で
あ

る
。

 
 

近
世
成
立
の
音
楽
の
資
料
は
雅
楽
・
声
明
に
比
す
る
と

少
な
い
が
、
豊
後
系
浄
瑠
璃
の
資
料
で
は
蔦
屋
重
三
郎
版

の
富
本
正
本
（
二
四
冊
）
、
坂
川
平
四
郎
版
の
常
磐
津
正

本
（
五
冊
）
と
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
正
本
を
蔵
す
る
。

ま
た
、
明
清
楽
関
係
の
資
料
で
は
『
唐
音
和
解
音
曲
笛
譜
』

を
蔵
す
る
が
、
本
資
料
室
蔵
本
は
希
少
な
享
保
元
年
初
印

本
で
あ
る
。
（
遠
藤
記
）

　
　
　
《

凡

例

》

《

凡

例

》

《

凡

例

》

《

凡

例

》

一

 
 

本
書
に
は
、
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
所
蔵
図
書
及
び

雑
資
料
の
う
ち
、
一
九
〇
〇
年
以
前
に
刊
行
、
も
し
く
は

書
写
さ
れ
た
日
本
音
楽
関
係
の
和
漢
古
書
七
十
三
点
、
及

び
図
書
に
準
ず
る
扱
い
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
声
明
関
係

の
写
真
資
料
二
十
一
点
（
含
神
楽
譜
一
点

)

を
収

録

す
る
。

二
　
本
文
の
配
列
は
、
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
分
類
番
号

順
に
従
う
が
、
古
書
の
性
質
上
下
位
分
類
が
不
可
能
の
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
上
二
桁
ま
で
の
分
類
に
止
め

る
。
各
項
内
は
書
名
の
五
十
音
順
（
冠
称
は
含
ま
な
い
）

に
配
列
す
る
。
小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
分
類
番
号
の
詳
細

は
一
般
図
書
編
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三

 
 

記
載
事
項
及
び
順
序

　
記
載
形
式
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
図
書
資
料
を
基
準

に
記
し
、
写
真
資
料
の
記
載
事
項
が
図
書
資
料
と
異
な
る

項
目
は
〔
　
〕
に
記
す
。

 
 
 
 
 
 
 

　
書
名

 
 
 
 
 
 

写
本
版
本
の
別

 
 

　
員

数

 
 
 
 
 
 

①
編
著
者
、
撰
者
、
書
写
者
、
出
版
事
項
等
。

 
 
 
 
 
 

②
装
丁
。
寸
法
。
〔
原
本
の
形
態
〕

　
　
　
③
丁
数
。

 
 
 
 
 
 

〔
枚
数
〕

　
　
　
④
序
文
跋
文
等
。

　
　
　
⑤
内
容
、
備
考
。

　
　

 
 

﹇
図
書
館
入
力
番
号
　
資
料
室
番
号
﹈

・
書
名
は
原
則
と
し
て
内
題
に
よ
る
が
、
内
題
が
記
さ
れ

　
て
い
な
い
場
合
は
外
題
　
等
に
よ
る
。
内
題
が
通
行
し

　
て
い
る
書
名
と
異
な
る
場
合
、
通
行
書
名
に
よ
っ
　
た

　
も
の
も
あ
る
。
当
資
料
室
の
仮
称
に
は
﹇
　
﹈
を
付
し

　
た
。

・
寸
法
は
縦
×
横
（

ﾐ
ﾘ
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ

）
で
表
す
。

・
写
真
資
料
の
原
本
の
形
態
は
判
明
で
き
る
も
の
に
つ
い

　
て
の
み
記
す
。

・
旧
字
、
異
体
字
は
一
部
改
め
た
も
の
も
あ
る
。



　
　
　

目

　

次

　

目

　

次

　

目

　

次

　

目

　

次

０
３

 
 

古
代
音
楽

 
 

雅
楽

 
 

神
道
音
楽
　
…

…
五

０
４

 
 

仏
教
音
楽

 
 

声
明

 
 
 
 
 
 

…
…
…
…

…
九

０
５

 
 

平
曲

 
 

琵
琶
楽

 
 

詩
吟

 
 
 
 

…
…
…

…
一
三

０
６

 
 

能

 
 

狂
言

 
 

中
世
芸
能

 
 
 
 

…
…
…

…
一
三

０
７

 
 

箏
曲

 
 

地
歌

 
 

胡
弓

 
 
 
 
 
 

…
…
…

…
一
四

０
８

 
 

琴
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…

…
一
五

０
９

 
 

尺
八

 
 

一
節
切

 
 

天
吹

 
 
 
 

…
…
…

…
一
七

１
０

 
 

三
味
線
　
歌
舞
伎
音
楽

 
 
 
 
…
…
…

…
一
七

１
１

 
 

明
清
楽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…

…
一
九

１
６

 
 

そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…
…

…
二
〇

写
真
編

０
３

 
 

古
代
音
楽

 
 

雅
楽

 
 

神
道
音
楽
　
…

…
二
一

０
４

 
 

仏
教
音
楽

 
 

声
明

 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
…

…
二
一

 



０
１

 
 

日
本
音
楽
一
般

古
一

音

曲

十
二

番

音

曲

十
二

番

音

曲

十
二

番

音

曲

十
二

番

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
版
本
　
一
冊

　

　
①
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
、
東
京
　
耕
書
堂
発
行
。

　
②
袋
綴
。
一
二
二
×
一
八
二
。

　
③
一
八
丁
。

　
⑤
簫
、
オ
ー
ル
ガ
ン
、
琵
琶
、
横
笛
等
の
奏
楽
絵
と
解

　
題
他
。

　

[
2
3
3
8
,
1
0
6
5
4
8
]

０
３

 
 

古
代
音
楽

 
 

雅
楽
　
神
道
音
楽

古
二

神

楽

入
文

神

楽

入
文

神

楽

入
文

神

楽

入
文

　

 
 
 
 
 
 
 
 

　
版
本

 
 

三
冊

　
①
橘
守
部
撰
。

　
②
袋
綴
。
二
三
一
×
一
五
八
。

　
③
上
四
〇
丁
。
中
三
五
丁
。
下
三
九
丁
。

　
④
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
九
月
廿
一
日
自
序
「
巻
の

　
大
む
祢
…
…
」
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
八
月
井

　
田
千
英
序
。

　
⑤
神
楽
譜
及
び
注
釈
。

　

[
1
0
8
0
8
0

〜

1
0
8
0
8
2
]

古
三

神

楽

催
馬

楽
歌

入

文

神

楽

催
馬

楽
歌

入

文

神

楽

催
馬

楽
歌

入

文

神

楽

催
馬

楽
歌

入

文

 
 
 
 

版
本

 
 

六
冊

　
①
橘
守
部
撰
。
東
京
　
椎
本
　
社
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
二
七
×
一
五
三
。

　
③
神
楽
上
四
〇
丁
。
神
楽
中
三
五
丁
。
神
楽
下
三
九
丁
。

　
催
馬
楽
上
四
〇
丁
。
催
馬
楽
中
三
八
丁
。
催
馬
楽
下
四

　
二
丁
。

　
④
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
九
月
廿
一
日
自
序
「
巻
の

　
大
む
祢
…
…
」
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
八

月

井

　
田
千
英
序
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
九
月
中
村
正

　
富
跋
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
九
月
廿
五
日
坂
井

　
長
豫
跋
。

　
⑤
神
楽
譜
お
よ
び
注
釈
、
催
馬
楽
譜
お
よ
び
注
釈
。

　

[
1
0
5
8
4
7

〜

1
0
5
8
5
2
]

古
四

懐

中

譜

懐

中

譜

懐

中

譜

懐

中

譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
藤
原
（
芝
）
葛
忠
写
。

　
②
袋
綴
。
一
五
七
×
二
三
〇
。

　
③
七
八
丁
。

　
⑤
唐
楽
、
高
麗
楽
曲
譜
。
秘
説
を
多
く
載
せ
る
。
本
奥

　
書
に
「
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
太
神
宿
祢
惟
季
在
判
」

　
と
あ
る
が
、
大
神
惟
季
は
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
の

　
卒
の
た
め
不
審
。
ま
た
、
本
譜
の
記
譜
法
は
、
惟
季
よ

　
り
約
二
世
紀
下
る
大
神
景
光
撰
の
『
註
大
家
龍
笛
要
録

　
譜
』
（
尊
経
閣
文
庫
他
蔵
）
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
、
惟

　
季
の
養
子
の
大
神
基
政
撰
と
伝
わ
る
『
龍
笛
譜
』
に
比

　
し
て
整
っ
た
体
系
を
持
つ
た
め
、
後
人
仮
託
の
可
能
性

　
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
『
懐

　
中
譜
』
の
後
人
仮
託
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
（
『
雅
楽

　
界
』
六
〇
号
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。
な
お
、
他
の
伝

　
本
は
、
内
閣
文
庫
二
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
二
、

　
が
知
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
江
戸
期
写
。

　
[
1
0
8
1
0
6
]

古
五

神

楽

和
琴

秘
譜

神

楽

和
琴

秘
譜

神

楽

和
琴

秘
譜

神

楽

和
琴

秘
譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
軸

　
①
博
陸
基
熈
撰
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
佐
々
木



　
信
綱
複
製
。
竹
柏
会
発
行
。

　
②
巻
子
。
高
さ
二
七
七
。

　
⑤
「
杓
」
「
折
説
」
「
諸
擧
」
「
韓
神
」
「
前
張
」
　

　
「
薦
枕
」
「
志
都
也
小
菅
」
「
磯
等
」
「
篠
波
」
「
殖

　
槻
」
「
湊
田
」
「
蛬
」
「
千
歳
」
「
早
歌
」
「
浅
蔵
」

　
「
其
駒
」
所
収
。

　

 
[
M
0
4
5
5
/
8
0
0
8
]

古
六

高

麗

楽
譜

　
大

鼓

譜

　
合
全

高

麗

楽
譜

　
大

鼓

譜

　
合
全

高

麗

楽
譜

　
大

鼓

譜

　
合
全

高

麗

楽
譜

　
大

鼓

譜

　
合
全

　
写
本

 
 

一
冊

　
①
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
中
盛
彬
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
三
×
一
九
五
。

　
③
二
九
丁
。

　
⑤
高
麗
三
調
仮
名
譜
、
太
鼓
譜
。

　

[
1
0
8
0
9
0
]

古
七

高

麗

高

麗
高

麗

高

麗

﹇
笛

譜
﹈

﹇
笛

譜
﹈

﹇
笛

譜
﹈

﹇
笛

譜
﹈

　

 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊
 
 

　
①
撰
者
不
明
。

　
②
袋
綴
。
二
四
六
×
一
八
三
。

　
③
一
六
丁
。

　
⑤
仮
名
譜
。
高
麗
壱
越
調
「
音
取
」
「
小

音
取
」

　
「
仁
和
楽
」
「
延
喜
楽
」
「
貴
徳
」
「
新
靺
鞨
」
「
納

　
曽
利
」
「
乱
声
」
「
狛
桙
」
、
高
麗
双
調
「
地
久
」
　

　
「
崑
崙
」
「
敷
手
」
「
古
鳥
蘇
」
「
登
天
楽
」
所
収
。

　
毛
山
文
庫
松
浦
旧
蔵
。
帙
入
。

　

[
1
0
8
0
8
6
]

古
八

催

馬

楽
郢

曲
譜

催

馬

楽
郢

曲
譜

催

馬

楽
郢

曲
譜

催

馬

楽
郢

曲
譜

 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
小
笠
原
現
実
写
。

　
②
袋
綴
。
一
八
九
×
一
二
八
。

　
③
九
五
丁
。

　
⑤
催
馬
楽
呂
「
安
名
尊
」
「
山
城
」
「
席
田
」
「
蓑
山
」
、

　
律
「
伊
勢
海
」
「
更
衣
」
、
朗
詠
「
嘉
辰
」
「
徳
是
」

　
「
東
岸
」
「
池
冷
」
「
暁
梁
王
」
「
紅
葉
」
「
春
過
」

　
「
二
星
」
「
新
豊
」
「
松
根
」
「
九
夏
」
「
一
聲
」
　

　
「
泰
山
」
「
花
上
苑
」
「
十
方
」
所
収
。

　

[
1
0
8
1
2
1
]

古
九

三

皷

要
録

三

皷

要
録

三

皷

要
録

三

皷

要
録

　

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
安
倍
季
尚
撰
。

　
②
袋
綴
。
一
九
五
×
一
四
〇
。

　
③
八
五
丁
。

　
⑤
全
六
巻
か
ら
な
り
、
各
巻
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
三
皷
要
録
一
、
三
鼓
の
定
法
、
壱
越
調
、
沙
陀
調
、
平

　
調
、
乞
食
調
、
性
調
、
双
調
、
黄
鐘
調
、
水
調
、
盤
渉

　
調
、
高
麗
曲
注
記
等
。
三
皷
要
録
二
、
壹
皷
譜
。
三
皷

　
要
録
三
、
鞨
皷
譜
。
三
皷
要
録
四
、
大
皷
譜
。
三
皷
要

　
録
五
、
鉦
皷
譜
。
三
皷
要
録
六
、
三
之
皷
譜
。
伝
本
は

　
『
国
書
総
目
録
』
に
は
宮
書
伏
見
、
東
博
（
享
和
二
写
）
、

　
東
北
大
狩
野
（
文
政
十
二
写
）
、
安
倍
家
、
多
家

の

五

　
本
が
記
さ
れ
る
の
み
。

　

[
1
0
8
0
9
2
]

古
十

集

古

十
種

　
楽

器

之

部

集

古

十
種

　
楽

器

之

部

集

古

十
種

　
楽

器

之

部

集

古

十
種

　
楽

器

之

部

　
　
版
本

 
 

二
冊

　
①
松
平
定
信
編
著
。

　
②
袋
綴
。
二
二
八
×
一
五
六
。

　
③
上
五
一
丁
。
下
二
七
丁
。

　

[
1
0
8
0
9
7

〜

1
0
8
0
9
8
]

古
十
一



笙

箏

合
譜

　
完

笙

箏

合
譜

　
完

笙

箏

合
譜

　
完

笙

箏

合
譜

　
完

 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
中
盛
彬
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
七
×
一
九
五
。

　
③
六
五
丁
。

　
⑤
唐
楽
六
調
笙
譜
、
箏
譜
。

　

[
1
0
8
0
8
9
]

古
十
二

新

撰

樂
譜

　
並

　

樂

譜

新

撰

樂
譜

　
並

　

樂

譜

新

撰

樂
譜

　
並

　

樂

譜

新

撰

樂
譜

　
並

　

樂

譜

 
 

　
写
本

 
 

一
冊

　
①
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
佐
藤
（
藤
原
）
利
文
写
。

　
②
袋
綴
。
二
八
〇
×
一
九
五
。

　
③
四
八
丁
。

 
 
 
 
 
 
 
 

　
④
『
新
撰
楽
譜
』
奥
書
「
明
治
廿
六
年
十
月
下
澣
以
内

　
閣
文
庫
本
令
書
写
了
／
佐
藤
利
文
」
／
『
楽
譜
』
奥
書

　
「
十
月
下
澣
以
内
閣
文
庫
本
令
書
写
了
／
藤
原
利
文
」

　
⑤
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
新
撰
楽
譜
』
二
本
・
『
楽
譜
』

　
を
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
佐
藤
（
藤
原
）
利

　
文
が
転
写
し
た
も
の
。

　
　
『
新
撰
楽
譜
』
は
通
称
『
博
雅
笛
譜
』
で
、
伝
本
は
、

　
『
国
書
総
目
録
』
に
は
内
閣
文
庫
（
寛
政
八
年
写
）
　

　
（
二
冊
）
、
芸
大
音
楽
（
寛
政
十
年
源
正
視
写
）
　
　

　
（
一
冊
）
、
早
大
演
博
（
元
治
元
写
）
、
多
和
、
旧
下

　
郷
、
羽
塚
啓
明
、
山
田
孝
雄
、
山
井
景
昭
、
の
十
本
が

　
記
さ
れ
る
。
諸
伝
本
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ

ン

・
マ
レ
ッ

　
ト
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
倫
秋
本
・
円
満
院
本
（
一
冊

　
本
）
の
二
系
統
及
び
抄
写
本
に
分
け
ら
れ
る
。
内
閣
文

　
庫
蔵
の
二
本
は
、
倫
秋
本
と
抄
写
本
で
あ
る
。
な
お
、

　
『
新
撰
楽
譜
（
博
雅
笛
譜
）
』
の
伝
本
及
び
記
譜
法
に

　
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ン
・
マ
レ
ッ
ト
「
博
雅
笛
譜
の
諸
記

　
譜
法
に
つ
い
て
」
（
『
雅
楽
界
』
五
四
号
、
一
九
七
八

　
年
）
に
詳
し
い
。

　

 

『
楽
譜
』
は
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
「
輪
台
青
海

　
波
詠
唱
歌
譜
」
、
承
元
正
年
（
一
二
〇
七
）
「
陵
王
荒

　
序
舞
譜
」
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
「
羅
陵
王
舞
譜
　

　
（
荒
序
）
」
か
ら
な
る
。

　

[
M
0
4
8
4
/
8
0
3
9
]

古
十
三

秦

箏

譜
　

完

秦

箏

譜
　

完

秦

箏

譜
　

完

秦

箏

譜
　

完

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
中
盛
彬
写
。

　
②
袋
綴
。
一
二
五
×
一
九
三
。

　
③
五
四
丁
。

　
⑤
唐
楽
、
高
麗
楽
箏
譜
。
和
琴
譜
他
。

　

[
1
0
8
0
9
1
]

古
十
四

篳

篥

譜
　

完

篳

篥

譜
　

完

篳

篥

譜
　

完

篳

篥

譜
　

完

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
日
根
野
盛
員
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
五
×
一
九
三
。

　
③
八
二
丁
。

　
⑤
天
王
寺
東
儀
播
磨
守
所
伝
の
譜
、
天
王
寺
岡
氏
譜
を

　
書
写
し
た
譜
。
本
文
中
に
別
筆
で
「
通
計
紙
八
十
二
葉

　
不
数
表
紙
／
中
盛
彬
」
と
あ
る
。

　
唐
楽
六
調
、
高
麗
楽
三
調
仮
名
譜
。

　

[
1
0
8
1
1
7
]

古
十
五

舞

樂

圖
説

舞

樂

圖
説

舞

樂

圖
説

舞

樂

圖
説

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
大
槻
如
電
著
。

　
②
袋
綴
。
二
二
九
×
一
五
四
。

　
③
四
九
丁
。

　

[
1
0
8
1
0
5
]

古
十
六



（

改

正
）

　
鳳

笙

譜

　
乾

（

改

正
）

　
鳳

笙

譜

　
乾

（

改

正
）

　
鳳

笙

譜

　
乾

（

改

正
）

　
鳳

笙

譜

　
乾

 
 

　
写
本

 
 

一
冊

　
①
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
現
□
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
三
×
一
九
五
。

　
③
七
二
丁
。

　
⑤
式
部
寮
改
正
譜
を
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
秋
楽

　
院
慈
明
書
写
し
た
も
の
を
、
更
に
明
治
四
十
四
年
（
一

　
九
一
一
）
現
□
が
転
写
し
た
譜
。

　
壱
越
調
十
二
曲
、
平
調
十
二
曲
、
双
調
七
曲
、
黄
鐘
調

　
七
曲
、
盤
渉
調
十
二
曲
、
太
食
調
九
曲
、
各
調
調
子
、

　
音
取
所
収
。

　

[
1
0
8
1
2
0
]

古
十
七

龍

笛

譜

龍

笛

譜

龍

笛

譜

龍

笛

譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
撰
者
不
明
。

　
②
袋
綴
。
九
八
×
一
七

五

。

　
③
一
三
〇
丁
。

　
⑤
唐
楽
曲
譜
。
仮
名
譜
。

　

[
1
0
8
1
0
4
]

古
十
八

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
藤
原
葛
清
書
。

　
②
袋
綴
。
一
三
五
×
一
九
七
。

　
③
一
四
九
丁
。

　
⑤
壱
越
調
十
七
曲
、
沙
陀
調
十
二
曲
、
平
調
二
二
曲
、

　
双
調
十
三
曲
、
黄
鐘
調
二
十
曲
、
盤
渉
調
十
四
曲
、
太

　
食
調
十
一
曲
、
乞
食
調
四
曲
、
高
麗
曲
十
五
曲
、
及
び

　
各
調
品
玄
、
入
調
等
所
収
。

　
　
奥
書
に
「
安
永
四
年
藤
原
葛
清
三
十
四
歳
書
之
」
と

　
あ
り
、
藤
原
葛
清
の
手
に
よ
っ
て
、
安
永
四
年
（
一
七

　
七
五
）
に
成
立
し
た
譜
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　

　
　
南
都
方
の
楽
家
で
あ
る
芝
家
は
、
江
戸

初
期
の
直
葛

　
（
一
五
八
五
〜
一
六
五
六
）
の
代
よ
り
、
藤
原
を
称
す

　
る
。
葛
清
は
平
出
久
雄
編
「
日
本
雅
楽
相
承
系
譜
」
に

　
よ
る
と
、
直
葛
か
ら
数
え
て
五
代
目
に
あ
た
る
。

　
　
葛
清
譜
成
立
の
江
戸
中
期
に
は
既
に
仮
名
譜
が
通
行

　
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
葛
清
譜
の
記
譜
体
系

　
は
指
孔
譜
の
体
系
を
採
り
本
譜
の
体
を
為
す
。
収
録
曲

　
は
唐
楽
・
高
麗
楽
合
わ
せ
て
一
二
八
曲
に
及
び
、
当
時

　
の
芝
家
の
伝
承
曲
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
京
方
の
楽
家
で
あ
る
大
神
家
の
伝
承
を
伝
え
る
最
流
布

　
の
笛
譜
で
あ
る
『
註
大
家
龍
笛
要
録
譜
』
と
所
収
曲
を

　
比
較
し
て
み
る
と
（
こ
こ
で
は
上
野
学
園
日
本
音
楽
資

　
料
室
蔵
の
江
戸
初
期
の
大
神
景
剰
校
訂
本
を
用
い
る
）
、

　
以
下
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　
（
一
）
『
註
大
家
龍
笛
要
録
譜
』
に
所
収
さ
れ
、
葛
清

　
譜
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
曲
。

　
壹
越
調
「
皇
帝
破
陣
楽
」
「
団
乱
旋
」
「
玉
樹
後
庭
花
」
、

　

双

調

「

青

海

波

」

、

高

麗

曲

「

納

序

」

「

新

鳥

蘇

」

「
退
宿
徳
」
「
進
走
禿
」
「
埴
破
」
「
綾
切
」
「
都
鬱
　

志
与
呂
岐
」
「
石
川
」
「
胡
蝶
楽
」
。
な
お
、
壹
越
調
　

の
「
春
鴬
囀
」
は
『
註
大
家
龍
笛
要
録
譜
』
は
一
具
を
　

載
せ
る
が
、
葛
清
譜
は
「
颯
踏
」
「
入
破
」
の
み
収
録
。

　
（
二
）
『
註
大
家
龍
笛
要
録
譜
』
に
記
載
が
な
く
葛
清

　
譜
に
収
録
さ
れ
て
い
る
曲
。

　
平
調
「
感
恩
多
」
、
黄
鐘
調
の
渡
し
物
「
青

海

波
」
　

　
「
千
秋
楽
」
「
蘇
合
」
　

　
　
各
調
楽
曲
の
配
列
に
も
若
干
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
一
般
に
は
各
調
の
楽
曲
の
前

　
に
記
さ
れ
る
音
取
が
、
葛
清
譜
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
調
の

　
最
後
に
記
さ
れ
る
。

　
　
な
お
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
「
右
譜
面
芝
奥
州
雖

　
／
舊
傳
之
秘
書
蜜
令
／
恩
借
於
書
寫
　
…
…
　
／
天
保



　
四
年
三
月
　
一
乗
大
王
尊
常
」
と
い
う
奥
書
を
有
す
る

　
「
龍
笛
譜
」
（
二
三
・
一
二
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

　
内
容
は
本
資
料
室
蔵
の
葛
清
譜
と
一
致
す
る
。

　
[
1
0
8
0
8
3
]

古
十
九

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈
 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
撰
者
不
明
。

　
②
袋
綴
。
一
二
三
×
一
九
三
。

　
③
一
〇
二
丁
。

　
⑤
仮
名
譜
。
壱
越
調
十
一
曲
、
沙
陀
調
七
曲
、
平
調
十

　
八
曲
、
双
調
十
二
曲
、
及
び
音
取
、
品
玄
等
所
収
。

　

[
1
0
8
0
8
4
]

古
二
十

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

﹇

龍

笛
譜

﹈

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
中
盛
彬
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
二
×
一
九
二
。

　
③
一
八
丁
。

　
⑤
唐
楽
高
麗
楽
仮
名
譜
。

　

[
1
0
8
0
8
5
]

古
二
一

龍

笛

譜
　

壹

龍

笛

譜
　

壹

龍

笛

譜
　

壹

龍

笛

譜
　

壹

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
中
盛
彬
写
。

　
②
袋
綴
。
一
〇
一
×
二
〇
二
。

　
③
三
八
丁
。

　
⑤
龍
笛
唐
楽
六
調
曲
譜
。
篳
篥
曲
譜
。
笙
譜
他
。

　

[
1
0
8
1
1
8
]

古
二
二

龍

笛

譜
　

完

龍

笛

譜
　

完

龍

笛

譜
　

完

龍

笛

譜
　

完

 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
、
日
根
野
盛
員
写
。

　
②
袋
綴
。
一
三
五
×
一
九
五
。

　
③
一
〇
七
丁
。

　
④
奥
書
「
干
時
天
保
六
乙
未
七
月
／
天
王
寺
岡
氏
譜
／

　
日
根
野
木
工
助
盛
員
写
之
（
花
押
）
」

　
⑤
唐
楽
曲
譜
。
仮
名
譜
。
天
王
寺
岡
氏
の
譜
を
書
写
し

　
た
も
の
。
本
文
中
に
別
筆
で
「
通
計
紙
百
八
葉
不
数
表

　
紙
／
中
盛
彬
（
判
）
」
の
記
載
が
あ
る
。

　

[
1
0
8
1
1
9
]

０
４

 
 

仏
教
音
楽
・
声
明

古
二
三

伽

陀

　
並

　
初

二

三

普
図

伽

陀

　
並

　
初

二

三

普
図

伽

陀

　
並

　
初

二

三

普
図

伽

陀

　
並

　
初

二

三

普
図

　
　
写
本

 
 

一
冊

　
①
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
、
慶
法
写
。

　
②
袋
綴
。
二
三
九
×
一
七
二
。

　
③
一
七
丁
。

　
⑤
天
明
三
年
癸
卯
（
一
七
八
三
）
四
月
仏
生
日
金
剛
峯

　
寺
沙
門
寛
光
隆
英
記
に
よ
る
「
五
音
初
二
三
重
譜
圖
」
、

　
「
涅
槃
講
」
他
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

[
1
0
5
5
7
6

　

0
0
3
3
]

古
二
四

（

南

山
進

流
）

魚

山

集
假
譜

（

南

山
進

流
）

魚

山

集
假
譜

（

南

山
進

流
）

魚

山

集
假
譜

（

南

山
進

流
）

魚

山

集
假
譜

 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
寛
光
著
。
葦
原
寂
照
校
訂
。
明
治
二
十
四
年
（
一
八

　
九
一
）
太
融
寺
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
五
〇
×
一
八
〇
。

　
③
二
一
丁
。

　
④
序
文
「
斯
原
本
者
東
南
院
寛
光
之
所
製
而
吾
師
了
／

　
々
□
所
假
用
也
…
…
是
以
陶
汰
魯
魚
補
其
未
盡
以
便
初

　
學
云
爾
／
明
治
二
十
四
季
四
月
／
南
山
進
流
末
資
／
□

　
□
□
寂
照
」

　
⑤
「
如
来
唄
」
「
散
華
」
「
錫
杖
」
「
對
揚
」
「
五
悔
」



　
「
理
趣
経
」
「
四
智
梵
語
」
「
大
日
讃
」
「
四
智
漢
語
」

　
「
佛
名
」
「
教
化
」
所
収
。

　
[
1
0
5
5
7
8
]

古
二
五

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
長
恵
撰
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
英
長
校
訂
。
正

　
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
鏡
寛
改
訂
。
村
上
勘
兵
衛
版
。

　
②
袋
綴
。
二
七
一
×
一
九
〇
。

　
③
一
一
四
丁
。

　
⑤
流
布
本
。
・
魚
山
　
芥
集
・
は
内
題
は
・
魚
山
私
鈔

　
・
と
記
さ
れ
る
が
、
本
目
録
に
お
い
て
は
、
通
行
し
て

　
い
る
・
魚
山
　
芥
集
・
に
統
一
す
る
。

　

[
1
0
8
0
7
4
]

古
二
六

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
長
恵
撰
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
中
野
小
佐
衛
門

　
版
。

　
②
袋
綴
。
二
六
八
×
一
八
三
。

　
③
一
〇
七
丁
。

　
④
「
御
本
云
此
口
伝
声
明
集
拭
老
眼
注
之
了
…
…
…
永

　
正
十
一
甲
戌
余
三
月
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之
／
左
学

　
頭
権
大
僧
都
長
恵
春
秋
五
十
七
在
判
」
　

　
「
右
以
法
院
長
恵
御
正
本
校
證
之
令
刊
行
者
也
／
慶
安

　
二
乙
丑
暦
孟
春
吉
辰

 
 

中
野
小
佐
衛
門
」

　
⑤
慶
安
版
は
希
少
。

　

[
1
0
5
5
7
0

　

0
0
2
7
]

古
二
七

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

﹇

魚

山
　

芥
集

﹈

 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
長
恵
撰
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
英
長
改
訂
。
村

　
上
勘
兵
衛
版
。

　
②
袋
綴
。
二
七
四
×
一
九
一
。

　
③
一
〇
七
丁
。

　

[
1
0
8
0
7
5
]

古
二
八

（

校

正
重

改
）

魚

山

　
芥
集

（

校

正
重

改
）

魚

山

　
芥
集

（

校

正
重

改
）

魚

山

　
芥
集

（

校

正
重

改
）

魚

山

　
芥
集

　

 

版
本

 
 

一
冊

　
①
長
恵
撰
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
英
長
校
訂
。
京

　
都
　
藤
井
佐
兵
衛
版
。

　
②
袋
綴
。
二
六
〇
×
一
八
〇
。

　
③
一
一
三
丁
。

　

[
1
0
5
5
6
9

　

0
0
2
6
]

古
二
九

（

南

山

進

流

（

南

山

進

流

（

南

山

進

流

（

南

山

進

流

 
 
 
 
 
 
 
 

明

治

改

正

）

　

魚

山

　

芥

集

明

治

改

正

）

　

魚

山

　

芥

集

明

治

改

正

）

　

魚

山

　

芥

集

明

治

改

正

）

　

魚

山

　

芥

集

 

版

本

 
 

一

冊　
①
長
恵
撰
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
葦
原
寂
照

　
改
訂
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
木
村
留
松
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
六
四
×
一
九
〇
。

　
③
一
〇
七
丁
。

　
④
明
治
廿
三
年
（
一
八
九
〇
）
八
月
大
僧
正
原
心
□
叙
、

　
庚
寅
大
僧
正
栄
厳
序
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

　
南
呂
（
八
月
）
寂
照
自
序
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

　
眞
源
序
。
寛
保
癸
亥
（
一
七
四
三
）
南
呂
（
八
月
）
理

　
峯
跋
。

　
⑤
前
記
序
文
の
後
に
寂
照
述
の
「
聲
明
略
頌

文

」
を
載

　
せ
る
。

　
[
1
0
5
9
9
2
]

古
三
十

結

縁

潅

頂

三

昧

耶

戒

作

法

　

金

剛

界

結

縁

潅

頂

三

昧

耶

戒

作

法

　

金

剛

界

結

縁

潅

頂

三

昧

耶

戒

作

法

　

金

剛

界

結

縁

潅

頂

三

昧

耶

戒

作

法

　

金

剛

界

　

　

　

写

本

 
 

一

軸



　
①
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
良
信
写
。

　
②
巻
子
。
高
さ
二
八
〇
。

　
[
M
0
4
5
8
/
8
0
1
1
]

古
三
一

五

音

聲
譜

伽
　

假

博

士

五

音

聲
譜

伽
　

假

博

士

五

音

聲
譜

伽
　

假

博

士

五

音

聲
譜

伽
　

假

博

士

 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
撰
者
不
明
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
葦
原
寂

　
照
再
刻
本
。

　
②
袋
綴
。
二
五
七
×
一
八
七
。

　
③
一
〇
丁
。

　
④
序
文
「
五
音
假
譜
再
刻
序
／
五
音
假
譜
者
高
野
山
寛

　
光
□
梨
之
所
記
…
…
明
治
十
八
／
年
上
之
於
梓
然
集
中

　
不
無
罅
漏
／
梓
亦
漸
将
磨
滅
今
補
脱
正
誤
再
／
上
梓
以

　
供
初
學
之
便
云
／
明
治
廿
六
年
癸
巳
七
月
／
南
山
末
流

　
末
學
／
□
□
□
寂
照
誌
」

　
⑤
天
明
三
年
癸
卯
（
一
七
八
三
）
四
月
仏
生
日
金
剛
峯

　
寺
沙
門
寛
光
隆
英
記
に
よ
る
「
五
音
初
二
重
譜
圖
」
、

　
「
涅
槃
講
」
他
。

　

[
1
0
5
5
7
5
]

古
三
二

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
帖

　
①
慶
宣
校
訂
。
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
鏡
寛
校
訂
。

　
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
快
説
再
校
。
皇
都
　
平
井
文

　
永
堂
蔵
版
。

　
②
両
面
刷
折
本
。
一
四
八
×
一
〇
〇
。
　

　
④
上
巻
跋
文
「
右
理
趣
経
並
表
白
清
濁
等
未
正
／
故
予

　
師
干
尊
龍
以
　
慶
宣
法
印
／
口
授
印
本
委
悉
正
之
且
因

　
示
軌
／
則
作
法
巳
／
享
保
元
丙
申
稔
下
秋
日
／
不
許
翻

　
刻
武
陽
鏡
寛

誌
」
「
武
州

高
幡
山
金
剛
寺
十
八
世
祐
盛

　
□
／
六
波
羅
蜜
寺
住
　
快
説
再
校
／
安
永
七
戊
戌
季
夏

　
穀
旦
」

　
下
巻
跋
文
「
近
代
声
明
之
一
帖
雖
以
宗
識
法
印
秘
本
／

　
改
正
之
頗
不
釣
其
玄
且
不
弁
転
写
失
多
／
猥
印
梓
頃
閲

　
流
布
魁
本
並
袖
本
博
士
清
／
濁
差
誤
非
少
是
皆
不
知
音

　
韻
曲
直
律
呂
／
之
有
異
者
之
所
致
也
予
師
為
慶
宜
法
印

　
／
所
属
別
而
伝
此
事
巳
矣
故
余
亦
近
侍
／
師
好
得
是
大

　
旨
是
故
諸
本
為
舛
不
忍
見
／
之
正
焉
庶
幾
有
知
音
者
正

　
非
是
云
爾
／
干
時
享
保
元
丙
申
龍
末
秋
於
洛
東
智
積
／

　
学
侶
桂
端
謹
書
之
／
武
州
鴻
巣
正
法
院
尊
龍
弟
子
／
不

　
許
翻
刻
　
鏡
寛
」

　
「
寛
師
校
合
本
摺
写
年
久
磨
滅
頗
多
因
茲
／
諸
子
請
予

　
再
校
固
辞
不

許
矣
聊
加
師

伝
／
再
上
梓
冀
法
音
雅
調
自

　
他
同
受
法
楽
是
／
再
校
微
忘
也
／
安
永
七
年
戊
戌
林
鐘

　
布
灑
星
日
／
六
波
羅
蜜
寺
住
　
快
説
鑁
瑞
」

　
⑤
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
各
巻
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
上
オ
、
「
般
若
波
羅
蜜
理
趣
品
」
。
上
ウ
、
「
三
礼
」

　
「
表
白
」
「
神
分
」
「
仏
名
」
「
教
化
」
。
下
オ
、
　

　
「
三
礼
」
「
如
来
唄
」
「
云
何
唄
」
「
出
家
唄
」
「
散

　
華
」
「
大
日
」
「
釈
迦
」
「
薬
師
　
」
「
阿
弥
陀
」
　

　
「
梵
音
」
「
三
条
錫
杖
」
「
九
条
錫
杖
」
「
対
揚
」
　

　
「
曼
陀
羅
供
」
「
最
勝
講
」
「
大
般
若
」
「
法
華
」
　

　
「
孟
蘭
盆
経
」
「
仁
王
経
」
「
金
剛
界
」
「
胎
蔵
界
」
。

　
下
ウ
、
「
礼
懺
文
」
「
四
智
梵
語
」
「
大
日
讃
」
「
不

　
動
讃
」
「
四
智
漢
語
」
「
心
略
漢
語
」
「

仏
讃
」
「
文

　
殊
」
「
吉
慶
漢
語
」
「
吉
慶
梵
語
」
「
阿
弥
陀
讃
」
　

　
「
四
波
羅
蜜
」
「
金
剛
薩
　
」
「
金
剛
」
「
金
剛
法
」

　
「
金
剛
業
」
「
仏
名
」
「
教
化
」
「
後
夜
偈
」

　

[
1
0
8
1
2
2

〜

1
0
8
1
2
3
]

古
三
三

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
巻
二
冊

　
②
袋
綴
。
一
八
九
×
一
三
〇
。

　
③
上
巻
一
一
二
丁
。
下
巻
一
一
〇
丁
。



　
⑤
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
各
巻
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
上
巻
、
「
無
量
壽
経
作
法
」
「
観
無
量
壽
経
作
法
」
　

　
「
阿
弥
陀
経
作
法
」
「
讀
経
作
法
」
「
讃
佛
偈
作
法
」

　
「
重
誓
偈
作
法
」
「
讃
弥
陀
偈
作
法
」
「
浄
土
法
事
讃

　
作
法
」
「
五
會
念
仏
作
法
」
。

　
下
巻
、
「
十
二
禮
作
法
」
「
廣
文
類
作
法
」
「
大
師
影

　
供
作
法
」
「
二
門
偈
作
法
」
「
報
恩
講
作
法
」
「
円
光

　
大
師
會
作
法
」
「
上
宮
太
子
會
作
法
」
「
奉
讃
早
引
作

　
法
」
「
漢
音
阿
弥
陀
経
」
「
式
間
和
讃
」
。

　

[
1
0
5
9
7
8

〜

1
0
5
9
7
9

　

0
5
7
8

〜

0
5
7
9
]

古
三
四

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集

聲

明

集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
②
袋
綴
。
一
八
０
×
一
二
五
。

　
③
一
三
三
丁
。

　
⑤
上
下
二
巻
の
内
の
上
巻
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
　

　
「
無
量
壽
経
作
法
」
「
観
無
量
壽
経
作
法
」
「
阿
弥
陀

　
経
作
法
」
「
廣
文
類
作
法
」
「
大
師
影
供
作
法
」
「
二

　
門
偈
作
法
」
「
報
恩
講
作
法
」
「
讃
弥
陀
偈
作
法
」
　

　
「
浄
土
法
事
讃
作
法
」
「
五
會
念
仏
作
法

」
「
十
二
禮

　
作
法
」
。

　

[
1
0
5
9
8
0

　

0
5
8
0
]

古
三
五

﹇

聲

明
秘

曲
之

儀

﹈

﹇

聲

明
秘

曲
之

儀

﹈

﹇

聲

明
秘

曲
之

儀

﹈

﹇

聲

明
秘

曲
之

儀

﹈

 
 
 

写
本

 
 

一
軸

　
①
応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）
撰
か
。

　
②
巻
子
。
高
さ
三
〇
三
。

　
⑤
内
容
は
以
下
の
通
り
。
「
三
應
耶
戒
真
言
」
「
次
□

　
本
覚
種
之
智
心
真
言
」
「
次
入
秘
密
曼
陀
羅
真
言
」
　

　
「
次
佛
名
」
「
次
教
化
」
「
次
乞
戒
師
取
如
意
随
喜
並

　
教
化
廻
向
大
菩
提
」
「
次
十
弟
子
二
人
楾
手
洗
□
置
礼

　
盤
東
」
「
次
誦
経
導
師
還
烈
等
之
儀
在
別
」
。

　
奥
書
に
「
應
永
十
一
年
三
月
下
旬
之
比
一
向
就
聲
明
秘

　
曲
之
儀
重
巻
／
早
々
書
連
了
後
見
経
本
寺
可
令
取
捨
給

　
者
也
」
と
あ
る
。

　

[
M
0
4
5
6
/
8
0
0
9
]

古
三
六

諸

祭

文

諸

祭

文

諸

祭

文

諸

祭

文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
軸

　
①
高
野
山
八
左
衛
門
尉
開
板
。

　
②
巻
子
。
高
さ
二
七
八
。

　
⑤
撰
者
は
不
明
。
以
下
の
内
容
か
ら
な
る
。

　
「
諸
徳
三
禮
　
御
影
供
祭
文
　
維
延
寶
三
年
三
月
二
十

　
一
日
沙
門
某
甲
謹
…
…
」
「
諸
徳
再
拝
　
明
神
講
　
維

　
某
年
某
月
十
六
日
沙
門
某
甲
敬
…
…
」
「
諸
徳
再
拝
　

　

大

黒

講

　

維

延

寶

三

年

十

一

月

吉

日

沙

門

某

甲

敬

…

…
」
　
「
諸
徳
三
禮
　
正
御
影
供
　
維
延
寶
三
年
三
月
二

十
一
　
日
沙
門
某
甲
謹
…
…
」
「
辨
財
天
女
宇
賀
神
将
祭

文
　
　
諸
徳
再
拝
　
維
延
寶
三
年
十
月
七
日
沙
門
某
甲
夫

…
…
」
　
「
諸
徳
三
禮
　
涅
槃
講
祭
文
　
維
延
寶
三
年
二

月
十
五
　
日
釋
迦
遺
法
弟
子
等
謹
…
…
」
「
諸
徳
三
禮
　

佛
生
會
　
祭
文
　
維
延
寶
三
年
四
月
八
日
沙
門
某
甲
謹
…

…
」

　

[
M
0
4
5
7
/
8
0
1
0
]

古
三
七

般

若

心
経

念
誦

栞

般

若

心
経

念
誦

栞

般

若

心
経

念
誦

栞

般

若

心
経

念
誦

栞

 
 
 
 

版
本

 
 

一
帖

　
①
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
北
区
滝
野
川
　
金
剛
寺

　
発
行
。

　
②
折
本
。
一
五
二
×
七
〇
。

　
[
M
0
4
8
2
/
8
0
3
7
]

古
三
八

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

 
 

写
本

 
 

一
軸



　
①
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
写
。

　
②
巻
子
。
高
さ
二
六
六
。

　
⑤
木
版
印
刷
で
あ
る
が
、
博
士
の
部
分
は
手
書
と
な
っ

　
て
い
る
。
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
の
後
に
手
写
で
、
「
小

　
念
仏
」
「
合
殺
」
「
廻
向
」
「
後
唄
」
「
霊
句
」
を
載

　
せ
る
。

　

[
M
0
4
8
0
/
8
0
3
5
]

古
三
九

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

﹇

仏

説
阿

弥
陀

経

断

簡
﹈

 
 

写
本

 
 

一
軸

　
①
金
剛
佛
子
定
尊
写
。

　
②
巻
子
。
高
さ
二
六
三
。

　
⑤
「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
の
後
に
、
「
小
念
仏
」
「
合
殺
」

　
「
廻
向
」
「
後
唄
」
を
載
せ
る
。

　

[
M
0
4
8
1
/
8
0
3
6
]

古
四
十

褒

灑

陀
儀

則

褒

灑

陀
儀

則

褒

灑

陀
儀

則

褒

灑

陀
儀

則

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
小
野
塚
與
澄
編
輯
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
深
川

　
区
亀
住
　
法
乗
院
蔵
版
。

　
②
袋
綴
。
九
四
×
八
三
。

　
③
三
三
丁
。

　

[
M
0
4
8
3
/
8
0
3
8
]

古
四
一

（

重

正
）

（

重

正
）

（

重

正
）

（

重

正
）

 
 
 
 
 
 
 
 

羅

漢

講

式

羅

漢

講

式

羅

漢

講

式

羅

漢

講

式

 
 
 
 

版
本

 
 

一
帖

　
②
折
本
。
二
四
〇
×
八
八
。

　
⑤
見
返
に
墨
書
で
「
羅
漢
講
式
一
巻
ハ
永

平
寺
道
元
禅

　
師
ノ
撰
ス
ル
所
ニ
シ
テ
栂
尾
明
恵
上
人
撰
十
六
羅
漢
講

　
式
ニ
受
ク
ル
所
尤
モ
多
シ
蓋
シ
佛
子
タ
ル
者
時
々
奉
勤

　
ス
ヘ
キ
緊
要
事
ナ
リ
矣
…
…
…
昭
和
四
年
五
月
念
七
洛

　
東
山
科
…
…
…
」
と
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
　

　
「
浄
道
場
　
散
華
文
」
「
四
智
讃
」
「
鐃
　
圖
」
「
勧

　
請
文
」
「
祭
文
」
「
總
礼
偈
」
「
梵
唄
」
「
散
梵
錫
」

　
「
式
文
」
「
普
回
向
」
「
道
場
荘
厳
配
位
之
圖
」

　

[
1
0
8
0
8
7
]

０
５

 
 

平
曲

 
 

琵
琶
楽

 
 

詩
吟

古
四
二

筑

前

琵
琶

歌

筑

前

琵
琶

歌

筑

前

琵
琶

歌

筑

前

琵
琶

歌

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

三
冊

　
①
橘
旭
翁
作
譜
。

　
②
袋
綴
。
二
三
九
×
一
六
四
。

　
③
一
巻
九
三
丁
。
二
巻
八
六
丁
。
三
巻
一
一
二
丁

。

　
⑤
所
収
曲
は
以
下
の
通
り
。
一
巻
「
広
瀬
中
佐
、
常
陸

　
丸
、
白
虎
隊
、
曽
我
の
夜
討
、
赤
垣
源
蔵
、
敦
盛
上
、

　
同
下
、
錦
の
御
旗
、
錦
の
御
旗
下
、
小
督
上
、
同
下
、

　
備
後
三
郎
、
城
山
、
僧
月
照
」
、
二
巻
「
台
湾
入
、
宇

　
治
川
上
、
同
下
、
扇
の
的
、
松
の
廊
下
、
河
内
の
宿
、

　
四
条
畷
、
湊
川
、
鉢
の
木
」
、
三
巻
「
石
童
丸
、
勧
進

　
帳
、
白
杜
鵑
花
、
粟
津
ケ
原
、
泉
の
三
郎
、
山
崎
合
戦
、

　
本
能
寺
、
川
中
島
、
湖
水
渡
、
伏
見
の
吹
雪
、
龍
の
口
、

　
佛
御
前
、
小
楠
公
、
義
民
の
亀
鑑
、
芳
流
閣
」

　

[
1
0
5
6
0
7
.
1
0
5
5
9
1
.
1
0
5
5
9
0
]

０
６

 
 

能

 
 

狂
言
　
中
世
芸
能

 

古
四
三

下

懸

囃
謡

大
成

下

懸

囃
謡

大
成

下

懸

囃
謡

大
成

下

懸

囃
謡

大
成

 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
版
。

　
②
袋
綴
。
一
二
八
×
一
九
〇
。

　
③
二
一
〇
丁
。

　
④
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
千
鐘
房
主
人
序
。

　
⑤
「
高
砂
」
「
弓
八
幡
」
「
養
老
」
他
全
百
番
、
及
び



　
附
録
「
翁
」
「
笛
之
唱
歌
之
事
」
「
小
鼓
打
様
頭
付
之

　
事
」
「
大
鼓
打
様
頭
付
之
事
」
「
小
鼓
舞
打
様
頭
付
之

　
事
」
「
大
鼓
舞
打
様
頭
付
之
事
」
「
カ
ケ
リ
頭
之
事
」

　
[
1
0
8
1
0
3
]

古
四
四

能

樂

画
譜

能

樂

画
譜

能

樂

画
譜

能

樂

画
譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
帖

　
②
折
本
。
二
五
〇
×
一
七
六
。

　
③
一
四
丁
。

　
⑤
「
弓
八
幡
」
「
加
茂
」
「
巴
」
他
全
十
四
曲
の
画
譜
。

　

[
1
0
5
9
1
4

　

0
4
5
5
]

古
四
五

（

謡

曲
手

引
）

　

八

拍
子

（

謡

曲
手

引
）

　

八

拍
子

（

謡

曲
手

引
）

　

八

拍
子

（

謡

曲
手

引
）

　

八

拍
子

　
版
本
　
三
巻
三
冊

　
①
亀
曵
著
。
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
皇
都
書
肆
山
本
長

　
兵
衛
再
刻
。

　
②
袋
綴
。
二
五
六
×
一
八
三
。

　
③
上
五
〇
丁
。
中
五
〇
丁
。
下
五
八
丁
。

　
④
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
洛
陽
亀
曵
序
。
安
永
八
年

　
（
一
七
七
九
）
平
安
山
常
綱
跋
。

　
⑤
謡
、
囃
子
拍
子
譜
。
「
高
砂
」
「
老
松
」
「
弓
八
幡
」

　
「
軒
端
梅
」
他
全
二
五
曲
。

　

[
1
0
8
1
1
3

〜

1
0
8
1
1
5
]

０
７

 
 

箏
曲

 
 

地
歌
　
胡
弓
（
含
三
曲
）

古
四
六

歌

曲

時
習

考

歌

曲

時
習

考

歌

曲

時
習

考

歌

曲

時
習

考

　
①
南
郊
翁
校
訂
。
大
坂
　
前
川
喜
兵
衛
版
。

　
②
袋
綴
。
一
一
九
×
一
七
八
。

　
③
二
九
七
丁
。

　

[
1
0
8
0
8
8
]

古
四
七

箏

曲

集

箏

曲

集

箏

曲

集

箏

曲

集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
文
部
省
音
楽
取
調
掛
撰
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

　
八
）
初
版
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
八
版
。
文
部

　
省
編
纂
。
東
京
音
楽
学
校
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
五
八
×
一
八
五
。

　
③
四
九
丁
。

　
⑤
「
姫
松
」
「
櫻
」
「
花
競
」
「
蛍
」
「
歌
ノ
道
」
　

　
「
落
梅
」
「
弓
八
幡
」
「
手
習
」
「
小
野
ノ
山
」
「
秋

　
ノ
七
草
」
「
富
貴
曲
」
「
雪
の
朝
」
「
東
雲
曲
」
「
春

　
ノ
花
」
「
六
段
ノ
調
」
以
上
十
五
曲
の
歌
詞
及
び
五
線

　
譜
。

　

[
5
2
7
4
5
]

古
四
八

箏

曲

大
意

抄

箏

曲

大
意

抄

箏

曲

大
意

抄

箏

曲

大
意

抄

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本
　
五
冊
　

　
①
山
田
松
黒
著
。
寛
政
壬
子
（
一
七
九
二
）
版
。

　
②
袋
綴
。
二
六
九
×
一
八
二
。

　
③
表
四
四
丁
。
裏
五
一
丁
。
中
六
八
丁
。
奥
六
〇
丁
。

　
新
曲
・
弾
変
六
二
丁
。

　
④
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
樋
口
淳
美
跋
。

　
⑤
表
組
七
曲
、
裏
組
八
曲
、
中
組
一
〇
曲
、
奥
組
一
〇

　
曲
、
三
橋
検
校
新
曲
七
曲
、
表
組
撫
変
六
曲
の
目
録
、

　
楽
譜
、
頭
注
。
見
返
に
全
部
六
冊
と
あ
る
が
第
六
冊
を

　
欠
き
、
第
五
冊
に
樋
口
淳
美
の
跋
文
を
の
せ
る
。

　

[
1
0
8
1
2
4

〜

1
0
8
1
2
8
]

古
四
九

撫

箏

雅
譜

集

撫

箏

雅
譜

集

撫

箏

雅
譜

集

撫

箏

雅
譜

集

　

 
 
 
 

　
　
版
本

 
 

三
巻
合
本

　
①
安
村
検
校
校
訂
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
永
田
調

　
兵
衛
、
吉
田
善
五
郎
、
中
村
次
郎
兵
衛
、
藤
澤
三
郎
兵



　
衛
、
日
野
屋
六
兵
衛
版
。

　
②
袋
綴
。
一
二
二
×
一
七
五
。

　
③
上
巻
十
八
丁
。
中
巻
二
〇
丁
。
下
巻
十
八
丁
。

　
④
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
新
豊
亭
主
人
序
。

　
⑤
上
之
巻
に
表
操
「
菜
蕗
」
他
六
曲
、
中
之
巻
に
正
許

　
裡
組
「
雲
上
」
他
五
曲
と
中
許
「
須
磨
」
他
八
曲
、
下

　
之
巻
に
三
曲
「
四
季
曲
」
他
二
曲
、
新
組
「
羽
衣
」
他

　
四
曲
、
と
「
飛
燕
曲
」
の
詞
章
を
収
録
。

　

[
1
0
5
9
5
4

　
0
5
5
1
]

古
五
十

箏

曲

花
が

た
み

箏

曲

花
が

た
み

箏

曲

花
が

た
み

箏

曲

花
が

た
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

上
下
二

冊

①
明
治
廿
九
年
（
一
八
九
六
）
、
小
松
影
和
編
。
名

古

屋
、
小
林
楽
器
刊
。

　
②
袋
綴
。
一
二
二
×
一
七
八
。

　
③
一
一
八
丁
。

　
④
明
治
廿
九
年
（
一
八
九
六
）
、
小
松
影
和
序
。

　
⑤
地
歌
、
箏
曲
（
除
組
歌
）
の
詞
章
を
五
十
音
順
に
載

　
せ
る
。
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
あ
〜
そ
。
「
秋
津

　
島
」
以
下
全
一
〇
二
曲
収
録
。
下
巻
た
〜
わ
。
「
た
き

　
づ
く
し
」
以
下
全
一
一
五
曲
収
録
。

　

[
1
0
5
9
5
3
.
1
0
6
0
1
2
.
]

古
五
一

（

増

補
）

撫
箏

雅

譜

集

（

増

補
）

撫
箏

雅

譜

集

（

増

補
）

撫
箏

雅

譜

集

（

増

補
）

撫
箏

雅

譜

集

　

 
 

版
本

 
 

二
巻
二

冊

①
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
、
小
松
影
和
編
纂
。

名

古
屋
、
小
林
楽
器
刊
。

　
②
袋
綴
。
一
二
二
×
一
七
七
。

　
③
上
六
二
丁
。
下
三
九
丁
。

 
 

④
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
新
豊
亭
主
人
序
に
、
新
た

　
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
の
序
を
付
す
。
跋

　
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
小
松
景
和
誌
。

　
⑤
上
下
二
巻
。
上
巻
に
宝
暦
版
『
撫
箏
雅

譜
集
』
の
上

　
之
巻
（
表
組
）
、
中
之
巻
（
裏
組
、
中
許
）
、
下
之
巻

　
（
三
組
、
新
組
、
「
飛
燕
曲
」
「
宮
の
鴬
」
）
を
載
せ
、

　
下
巻
に
新
組
、
古
今
組
、
新
古
今
組
を
増
補
。
上
巻
の

　
宝
暦
版
（
古
四
九
）
と
の
主
な
相
違
は
、
冒
頭
に
、
明

　
治
二
九
年
の
序
、
「
総
目
録
」
、
「
十
三
絃
筑
紫
琴
之

　
圖
」
を
新
た
に
加
え
た
こ
と
、
末
に
「
宮
の
鴬
」
を
追

　
加
し
た
こ
と
な
ど
。
な
お
、
上
巻
の
「
末
の
松
」
（
中

　
之
巻
）
の
前
後
に
一
部
錯
簡
あ
り
。

　

[
1
0
5
9
5
0
.
1
0
5
9
5
1
]

古
五
二

吾

嬬

箏
譜

吾

嬬

箏
譜

吾

嬬

箏
譜

吾

嬬

箏
譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

三
巻
三
冊

　
①
初
編
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
開
版
。
天
保
十
年

　
（
一
八
三
九
）
改
版
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
御

　
届
。
東
京
、
重
元
平
八
版
。
二
編
は
明
治
十
五
年
（
一

　
八
二
）
東
京
　
重
元
平
八
版
。
三
編
は
明
治
四
三
年
　

　
（
一
九
一
〇
）
東
京
　
重
元
平
八
発
行
。
　

　
②
袋
綴
。
一
八
三
×
一
二
二
。

　
③
初
編
五
四
丁
。
二
編
三
七
丁
。
三
編
二
四
丁
。

 
 

④
初
編
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
重
元
房
吉
序
。
文
政

　
七
（
一
八
二
四
）
山
登
検
校
松
和
一
改
版
記
。
文
化
六

　
年
（
一
八
〇
九
）
指
月
散
人
百
泰
跋
。

　
⑤
初
編
は
山
田
検
校
作
「
弓
八
幡
」
他
全
三
十
五
曲
の

　
詞
章
と
山
登
検
校
作
「
こ
こ
ろ
の
奥
」
他
全
八
曲
の
詞

　
章
を
収
録
。
二
編
は
中
能
島
松
聲
。
山
勢
松
韵
、
山
登

　
松
齢
、
山
木
千
賀
編
輯
。
「
田
植
の
幸
」

他

全
二
十
四

　
曲
収
録
。
三
編
は
重
元
平
八
編
輯
。
「
金
剛
石
」
他
全

　
十
五
曲
収
録
。

　

[
3
0
8
5
,
1
0
5
9
5
5
]

０
８

 
 

琴
楽



古
五
三

一

絃

考

一

絃

考

一

絃

考

一

絃

考

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
冊

　
①
井
上
淑
蔭
著
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
　
東
京

　
書
林
　
山
中
孝
之
助
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
二
一
×
一
四
五
。

　
③
一
巻
十
四
丁
。
二
巻
二
一
丁
。

　
④
巻
一
、
加
藤
煕
、
利
根
川
尚
方
序
、
自
序
。
巻
二
、

　
自
序
。

　

[
1
0
6
0
0
8

〜

1
0
6
0
0
9
]

古
五
四

琴

学

入
門

琴

学

入
門

琴

学

入
門

琴

学

入
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
巻
三
冊

　
①
張
鶴
撰
。

　
②
袋
綴
。
二
五
四
×
一
五
九
。

　
③
上
巻
五
九
丁
。
下
巻
一
〇
八
丁
。

　
④
甲
戌
（
清
　
同
治
十
三
年
、
一
八
七
四
）
冬
十
月
石

　
史
徐
充
臨
題
、
（
清
）
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
自
叙
。

　
⑤
徐
充
臨
題
本
。
上
巻
「
琴
学
摘
要
」
「
與
古
斎
指
法

　
字
母
全
録
」
、
下
巻
第
一
集
十
二
曲
、
第
二
集
八
曲
の

　
減
字
譜
及
び
工
尺
譜
、
「
琴
絃
徽
五
音
定
位
」
「
琴
説

　
摘
要
」
「
鼓
琴
四
則
」

　

[
1
0
8
1
0
0

〜

1
0
8
1
0
2
]

古
五
五

松

風

閣
琴

譜

松

風

閣
琴

譜

松

風

閣
琴

譜

松

風

閣
琴

譜

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
冊

　
①
宮
夢
仁
鑑
定
、
燕
山
程
頴
庵
訂
正
。
文
粋
堂
蔵
板
。

　
②
袋
綴
。
二
三
四
×
一
四
八

　
③
上
八
〇
丁
。
下
九
六
丁
。

　
⑤
『
松
風
閣
』
『
抒
懐
操
』
か
ら
な
り
『
松
風
閣
』
に

　
指
法
右
手
・
左
手
、
宮
音
「
忘
機
」
「
九
還

操

」
、
商

　
音
「
釈
談
」
「
思
賢
操
」
、
角
音
「
平
沙
」
「
松
下
観

　
涛
」
、
徴
音
「
悲
秋
」
「
酔
漁
唱
晩
」
、
羽
音
「
玉
樹

　
臨
風
」
「
楽
山
隠
」
、
清
商
「
春
山
聴
杜
鵑
」
曲
譜
を

　
載
せ
、
『
抒
懐
操
』
に
は
「
水
調
歌
頭
」
「
沁
園
春
」

　
「
満
江
紅
」
「
彩
雲
帰
」
「
酔
翁
操
」
他
を
載
せ
る
。

　

[
5
2
9
4
0
-
5
2
9
4
1
]

古
五
六

（

東

流
）

弐
弦

琴

唱

歌
集

（

東

流
）

弐
弦

琴

唱

歌
集

（

東

流
）

弐
弦

琴

唱

歌
集

（

東

流
）

弐
弦

琴

唱

歌
集

 
 

　
版
本

 
 

一
冊

　
①
藤
舎
蘆
舩
編
著
。
加
藤
貞
常
書
。
明
治
十
八
年
（
一

　
八
八
五
）
四
月
杉
剛
英
、
高
橋
源
助
出
版
。

　
②
袋
綴
。
一
二
七
×
一
八
三
。

　
③
五
五
丁
。

　
④
自
序
お
よ
び
門
弟
二
人
の
序
。

　
⑤
東
流
二
弦
琴
唱
歌
曲
名
目
次
、
唱
歌
九
二
曲
。

　

[
1
0
6
0
0
7
]

古
五
七

八

雲

琴
譜

八

雲

琴
譜

八

雲

琴
譜

八

雲

琴
譜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

三
巻
合
本

　
①
中
山
琴
主
著
。
明
治
後
刷
版
。
中
山
琴
主
蔵
版
、
京

　
都
　
林
芳
兵
衛
、
大
坂
　
岡
田
茂
兵
衛
、
京
都
　
井
上

　
治
兵
衛
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
六
〇
×
一
八
三
。

　
③
八
七
丁
。

　
④
安
政
五
（
一
八
五
八
）
中
臣
正
蔭
序
、
嘉
永
四
（
一

　
八
五
一
）
あ
し
廼
屋
の
主
人
序
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）

　
佐
草
文
清
序
、
穂
積
重
胤
序
、
中
山
琴
主
自
序
。
大
岸

　
正
常
跋
、
是
枝
生
胤
跋
、
中
島
検
校
・
平
岡
松
琴
校
跋

　
（
あ
ら
か
は
の
重
郷
書
）
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
中

　
臣
正
蔭
「
八
雲
琴
譜
後
書
」
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）

　
児
玉
開
琴
跋
（
寿
の
舎
琴
臣
書
）
。

　
⑤
序
、
図
、
上
巻
「
葦
芽
組
、
出
雲
組
、
内
日
組
、
萬

　
葉
組
、
八
代
組
、
寿
詞
組
、
計
三
六
曲
」
、
二
之
巻
　



　
「
由
来
組
、
功
徳
組
、
五
節
組
、
堅
石
組
、
常
磐
組
、

　
　
上
代
組
、
計
三
六
曲
」
「
附
録
今
様
、
七
九
曲
」
　

　
「
神
典
今
様
、
二
三
曲
」
、
（
三
）
外
曲
種
々
組
「
神

　
楽
振
、
催
馬
楽
振
、
出
雲
舟
歌
振
、
古
人
今
様
、
筑
紫

　
振
、
若
菜
組
、
計
四
四
曲
」
目
録
及
び
本
文
等
。

　

[
1
0
8
0
9
9
]

０
９

 
 

尺
八
　
一
節
切
　
天
吹

古
五
八

小

竹

指
法

之
事

小

竹

指
法

之
事

小

竹

指
法

之
事

小

竹

指
法

之
事

 
 
 
 
 
 

写
本

 
 

一
冊

　
①
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
次
政
写
。

　
②
袋
綴
。
二
五
七
×
一
七
九
。

　
③
八
丁
。

　
④
奥
書
「
天
保
九
戌
年
／
十
月
日
／
次
政

（
花
押
）
」

　
⑤
「
小
竹
指
法
之
事
」
「
十
二
の
心
得
」
「
小
竹
の
圖
」
、

　
曲
譜
「
神
代
曲
」
「
祝
曲
」
「
詠
曲
」
「
恋
慕
曲
」
　

　
「
悟
曲
」
「
哀
曲
」
「
無
常
曲
」
「
春
風
」
「
五
月
雨
」

　
「
虫
ノ
音
」
「
落
葉
」
「
東
雲
」
「
夕
空
」
（
以
上
　

　
『
糸
竹
古
今
集
』
二
三
ウ
〜
二
九
ウ
に
同
じ
。
）
、
　

　
「
一
節
切
伝
来
系
譜
」
（
『
糸
竹
古
今
集
』
序
ノ
三
ウ
、

　
序
ノ
四
オ
に
同
じ
。
）

　

[
1
0
8
1
1
6
]

１
０

 
 

三
味
線
音
楽
　
歌
舞
伎
音
楽

古
五
九

古

代

歌
曲

集

古

代

歌
曲

集

古

代

歌
曲

集

古

代

歌
曲

集

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
濱
松
屋
幸
助
板
。

　
②
袋
綴
。
一
三
〇
×
一
八
二
。

　
③
九
〇
丁
。

　
⑤
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
「
相
生
獅
子
」
他
。

　古
六
十

浄

瑠

璃
早

合
点

浄

瑠

璃
早

合
点

浄

瑠

璃
早

合
点

浄

瑠

璃
早

合
点

 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
島
井
正
之
助
編
輯
。
大
阪
　
明
治
三
十
四
年
（
一
九

　
〇
一
）
十
月
。
竹
中
□
助
発
行
。

　
②
袋
綴
。
一
五
二
×
一
〇
八
。

　
③
一
二
〇
丁
。

　
④
「
浄
瑠
璃
早
合
点
序
…
…
太
瓶
楽
居
撰
」
「
浄
瑠
璃

秘
曲
抄
序
…
…
竹
本
播
磨
掾
撰
」

　
⑤
「
浄
瑠
璃
早
合
点
」
「
浄
瑠
璃
秘
曲
抄
」
「
（
音
曲

　
語
様
／
口
授
秘
傳
）
　
改
正
両
節
辨
大
全
」
「
音
曲
両

　
節
辨
…
…
豊
竹
祖
越
前
少
　
藤
原
重
泰
／
高
弟
筑
前
少

　
　
藤
原
為
政
／
門
人
豊
竹
氏
太
夫
保
道
」

　

[
1
0
6
0
6
3
]

古
六
一

聲

曲

類
纂

聲

曲

類
纂

聲

曲

類
纂

聲

曲

類
纂

（
増

補

）

（
増

補

）

（
増

補

）

（
増

補

）

 
 
 
 
 

版
本

 
 

五
巻
六
冊

　
①
斎
藤
月
岑
編
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
、
東
京
、

　
文
永
堂
版
。

　
②
袋
綴
。
一
七
九
×
二
六
一
。

　
③
巻
之
壹
上
（
宮
上
）
三
三
丁
。
巻
之
壹
下
（
宮
下
）

　
二
六
丁
。
巻
之
貳
（
商
）
三
一
丁
。

　
巻
之
三
（
角
）
三
二
丁
。
巻
之
四
（
徴
）
二
七
丁
。
巻

　
之
五
（
羽
）
四
〇
丁
。

　

[
3
0
6
2
,
1
0
6
4
6
2
]
[
3
0
6
3
,
1
0
6
4
6
3
]
[
3
0
6
4
,
1
0
6
4
6
4
]
[
3
0

　

6
5
,
1
0
6
4
6
5
]
[
3
0
6
6
,
1
0
6
4
6
6
]

古
六
二

﹇

常

磐
津

正
本

﹈

﹇

常

磐
津

正
本

﹈

﹇

常

磐
津

正
本

﹈

﹇

常

磐
津

正
本

﹈

　

 
 

版
本

 
 

五
冊

　
①
東
京

 
 

坂
川
平
四
郎
版
。

　

②

袋

綴

。

二

二

一

×
一

五

〇

(
1
0
5
6
5
0
)

。
二

三

二

×
一

　
五
八

(
1
0
5
6
5
1

〜

1
0
5
6
5
4
)

。



　
③
一
〇
六
丁

(
1
0
5
6
5
0
)

。
九
三
丁

(
1
0
5
6
5
1
)

。
六

九

丁

　
(
1
0
5
6
5
2
)

。
六
七
丁

(
1
0
5
6
5
3
)

。
六
九
丁

(
1
0
5
6
5
4
)

。

　
⑤
／
「
三
保
松
富
士
晨
明
」
（
文
久
元
年
）
「
大
森
彦

　
七
」
（
文
久
二
、
明
治
十
七
再
刻
）
「
忍
夜
孝
事
寄
」

　
（
大
正
九
年
再
版
）
「
釣
女
」
（
明
治
十
六
年
）
「
戻

　
橋
」
「
積
恋
雪
関
扉
」

　
／
「
乗
合
舩
恵
方
萬
歳
」

(
1
0
5

　

6
5
0
)

　
／
「
三
世
相
錦
文
章
」
（
安
政
二
）

(
1
0
5
6
5
1
)

　
／
「
釣
女
」
（
明
治
十
六
年
）
「
恩
愛
　
関
守
」
（
文

　
政
十
一
年
刊
行
、
明
治
四
四
年
再
版
）
「
八
犬
義
士
譽

　
勇
猛
」
「
其
扇
屋
浮
名
恋
風
」
「
乗
合
舟
恵
方
萬

歳

」

　

(
1
0
5
6
5
2
)

　
／
「
子
寶
三
番
叟
」
「
花
舞
台
霞
の
猿
曳
」
（
天
保
九
）

　
「
積
恋
雪
関
扉
」
「
両
顔
月
姿
繪
」
（
明
治
十
五
年
再

　
版
）
「
蜘
蛛
絲
梓
弦
」
「
老
満
津
」

(
1
0
5
6
5
3
)

　
／
「
式
三
番
叟
」
「
忍
夜
孝
事
寄
」
（
明
治
四
五
年
再

　
版
）
「
主
誰
糸
春
雨
」
（
明
治
十
九
年
出
版
）
「
神
路

　
山
色
　
」
（
文
久
二
、
大
正
七
改
訂
再
刻
）
「
恨
葛
露

　
濡
衣
」
（
文
久
二
、
明
治
十
七
再
刻
）

(
1
0
5
6
5
4
)

　

[
1
0
5
6
5
0

〜

1
0
5
6
5
4

　

0
1
2
8

〜

0
1
3
1
]

古
六
三

﹇

富

本
正

本
﹈

﹇

富

本
正

本
﹈

﹇

富

本
正

本
﹈

﹇

富

本
正

本
﹈

 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

二
四
冊

　
①
藤
原
敬
政
直
傳
。
蔦
屋
重
三
郎
版
。

　
②
袋
綴
。
二
一
六
×
一
五
〇
。

　
③
（
⑤
参
照
）

　
⑤
青
表
紙
稽
古
本
。

　
／
「
百
夜
菊
色
の
世
中
　
上
」
（
七
丁
、
二
代
目
富
本

　
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
2
5
)

　
／
「
百
夜
菊
色
の
世
中
　
下
」
（
六
丁
、
三
代
目
富
本

　
豊
前
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
2
6
)

　
／
「
再
版
（
角
書
）
睦
月
恋
手
取
　
上
」
（
六
丁
、
二

　
代
目
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
2
7
)

　
／
「
睦
月
恋
手
取
　
下
　
　
祝
言
高
砂
夫
婦
」
（
六
丁
、

　
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
2
8
)

　
／
「
十
二
段
君
が
色
音
　
上
」
（
九
丁
、
三
代
目
富
本

　
豊
前
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
2
9
)

　
／
「
十
二
段
君
が
色
音
　
下
」
（
九
丁
、
三
代
目
富
本

　
豊
前
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
0
)

　
／
「
心
土
筆
意
毫
　
上
」
（
一
〇
丁
、
三
代
目
富
本
豊

　
前
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
1
)

　
／
「
心
土
筆
意
毫
　
下
」
（
一
〇
丁
、
二
代
目
富
本
豊

　
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
2
)

　
／
「
雛
睦
月
三
引
　
　
上
」
（
七
丁
、
豊
前
太
夫
直
傳
）

　

(
1
0
5
6
3
3
)

　
／
「
雛
睦
月
三
引
　
下
（
本
文
欠
）
　
　
花
今
俄
の
夕

　
顔
」
（
五
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

　

(
1
0
5
6
3
4
)

　
／
「
舛
落
乃
段
　
上
」
（
八
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前
　

　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
5
)

／
「
舛
落
乃

段
　
下
」
　

　
（
八
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5

　

6
3
6
)

　
／
「
妹
背
山
之
段
　
上
」
（
九
丁
、
三
代
目
富
本
豊
前

　
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
7
)

　
／
「
妹
背
山
之
段
　
下
」
（
九
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前

　
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
8
)

　
／
「
徒
髪
恋
曲
者
　
上
」
（
六
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前

　
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
3
9
)

　
／
「
徒
髪
恋
曲
者
　
下
」
　
（
六
丁
、
二
代
目
富
本
豊

　
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
0
)

　
／
「
操
返
里
文
月
　
咲
初
花
振
袖
」
（
五
丁
、
二
代
目

　
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
1
)

　
／
「
歌
枕
恋
初
旅
」
（
八
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤

　
原
敬
政
直
傳
）(

1
0
5
6
4
2
)

／
「
春
夜
障
子

梅
」
（
七
丁
、



　
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
3
)

　
／
「
幾
菊
蝶
初
音
道
行
」
（
六
丁
、
三
代
目
富
本
豊
前

　
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
4
)

　
／
「
歳
朝
嘉
例
寿
」
（
五
丁
、
三
代
目
富
本
豊
前
太
夫

　
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
5
)

　
／
「
四
季
詠
寄
三
大
字
」
（
五
丁
、
三
代
目
富
本
豊
前

　
太
夫
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
6
)

　
／
「
ち
ら
し
書
仇
命
毛
」
（
六
丁
、
富
本
豊
前
太
夫
）

　

(
1
0
5
6
4
7
)

　
／
「
比
翼
袖
屏
風
」
（
六
丁
、
二
代
目
富
本
豊
前
　
藤

　
原
敬
政
直
傳
）

(
1
0
5
6
4
8
)

　

[
1
0
5
6
2
5

〜

1
0
5
6
4
8

　
0
1
0
3

〜

0
1
2
6
]

古
六
四

都

羽

二
重

拍
子

扇

都

羽

二
重

拍
子

扇

都

羽

二
重

拍
子

扇

都

羽

二
重

拍
子

扇

 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
都
太
夫
一
中
直
傳
。
文
華
堂
版
。

　
②
袋
綴
。
二
二
八
×
一
五
九
。

　
③
六
三
丁
。

　
④
蹂
枡
園
主
人
序
文
。

　
⑤
一
中
節
正
本
。
上
下
二
巻
の
う
ち
の
上
巻
。

　
「
辰
巳
の
四
季
」
か
ら
「
墨
繪
の
島
臺
」
ま
で
所
収
。

　

[
1
0
5
6
1
9
]

１
１

 
 

明
清
楽

古
六
五

觀

主

居
月

琴
譜

觀

主

居
月

琴
譜

觀

主

居
月

琴
譜

觀

主

居
月

琴
譜

　

 
 
 
 

版
本

 
 

二
巻
二
冊

　
①
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
大
島
克
纂
輯
、
隅
田
立
校

　
定
。
伊
勢
津
　
隅
田
鄰
上
梓
。

　
②
袋
綴
。
二
四
三
×
一
四
五
。

　
③
上
三
〇
丁
。
下
二
七
丁
。

　

[
1
0
8
0
7
7

〜

1
0
8
0
7
8
]

古
六
六

魏

氏

樂
器

圖

魏

氏

樂
器

圖

魏

氏

樂
器

圖

魏

氏

樂
器

圖

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
明
魏
雙
侯
伝
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
筒

井

郁

景

　
周
撰
。
松
壽
亭
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
六
七
×
一
九
〇
。

　
③
二
一
丁
。

　
④
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
序
。
跋
文
「
魏
氏
樂
器
圖

　
跋
…
…
君
山
先
生
傳
…
…
余
親
灸
先
生
已
久
恐
後
世
堙

　
滅
無
知
其
由
／
回
輯
舊
聞
録
為
先
生
傳
弁
著
楽
器
圖
／

　
以
公
干
同
好
云
／
安
永
九

年
庚
子
夏
五
月
／
浪
華

 
 

筒

　
井
郁
景
周
謹
撰
」

　

[
1
0
8
0
7
6
]

古
六
七

唐

音

和
解

音
曲

笛

譜

唐

音

和
解

音
曲

笛

譜

唐

音

和
解

音
曲

笛

譜

唐

音

和
解

音
曲

笛

譜

　

 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
書
肆

 
 

浪
華

田

寺
與
右
衛

　
門
梓
。

　
②
袋
綴
。
二
二
六
×
一
五
四
。

　
③
一
四
丁
。

　
⑤
享
保
元
年
初
印
本
。
「
唐
音
和
解
」
乾
坤
二
巻
の
う

　
ち
の
下
巻
。
「
相
思
曲
」
「
劈
破
王
」
「
百
花

香

」

　

　
「
清
平
楽
」
「
太
平
楽
」
「
十
三
省
」
「
酔
胡
蝶
」
の

　
　
歌
詞
、
「
笛
記
」
「
南
京
横
笛
圖
」
（
絵
入
り
）
、

　
上
記
の
七
曲
と
「
（
酔
胡
蝶
）
同
曲
第
二
調
」
「
秋
風

　
辞
楽
調
」
「
陽
関
三
重
曲

 
 

楽
調
」
の
笛

譜
。

　

[
1
0
8
0
7
9
]

古
六
八

清

楽

曲
牌

雅
譜

清

楽

曲
牌

雅
譜

清

楽

曲
牌

雅
譜

清

楽

曲
牌

雅
譜

 
 

　
版
本
　
三
巻
三
冊

　
①
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
河
副
昨
十
郎
編
輯
兼
出

　
版
。
大
阪
、
杏
村
書
舎
刊
。



　
②
袋
綴
。
一
九
三
×
一
二
六
。

　
③
第
一
巻
四
七
丁
。
第
二
巻
四
六
丁
。
第
三
巻
四
九
丁
。

　
⑤
帙
入
。

　
[
1
0
6
0
4
5
.
1
0
6
0
4
6
.
1
0
6
0
4
7
.
]

古
六
九

（

改

正
／

増
補

）
　

月
琴
手

引
學

　

全

（

改

正
／

増
補

）
　

月
琴
手

引
學

　

全

（

改

正
／

増
補

）
　

月
琴
手

引
學

　

全

（

改

正
／

増
補

）
　

月
琴
手

引
學

　

全

 
 

　
版

本

 
 

一
冊

　
①
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
、
中
井
新
六
編
輯
兼
出
版
。

　
②
折
本
。
一
一
五
×
六
三
。

　
③
三
七
丁

　

[
1
0
6
4
2
5
]

１
６

 
 

そ
の
他

古
七
十

修

正

律
呂

新
書

修

正

律
呂

新
書

修

正

律
呂

新
書

修

正

律
呂

新
書

　

 
 
 
 

版
本

 
 

二
巻
二
冊

　
①
宋
・
蔡
元
定
著
。
藤
成
子
編
著
。
皇
都
書
林
　
山
田

　
屋
長
兵
衛
発
行
。

　
②
袋
綴
。
二
七
一
×
一
八
四
。

　
③
上
二
六
丁
。
下
四
八
丁
。

　
④
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
藤
成
子
跋
。
　
　

　

[
1
0
8
0
9
5

〜

1
0
8
0
9
6
]

古
七
一

律

原

發
揮

律

原

發
揮

律

原

發
揮

律

原

發
揮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
中
根
璋
元
珪
編
輯
。
梅
村
甘
節
甫
壽
梓
。

　
②
袋
綴
。
二
六
〇
×
一
七
〇
。

　
③
五
〇
丁
。

　
④
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
　
丹
水
子
序
。

　

[
1
0
8
0
9
3
]

古
七
二

律

原

發
揮

律

原

發
揮

律

原

發
揮

律

原

發
揮

　

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本

 
 

一
冊

　
①
中
根
璋
元
珪
編
輯
。
梅
村
甘
節
甫
壽
梓
。

　
②
袋
綴
。
二
七
一
×
一
八
二
。

　
③
四
九
丁
。

　
④
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
　
丹
水
子
序
。

　

[
1
0
8
0
9
4
]

古
七
三

八

雲

御
抄

八

雲

御
抄

八

雲

御
抄

八

雲

御
抄

　

 
 
 
 
 
 
 
 

版
本
　
六
巻
六
冊

　
①
順
徳
天
皇
著
。

　
②
袋
綴
。
二
六
五
×
一
八
九
。

　
③
一
巻
四
五
丁
。
二
巻
四
〇
丁
。
三
上
巻
四
二
丁
。
三

下
巻
四
九
丁
。
四
巻
三
七
丁
。
五
巻
四
三
丁
。

　
④
序
文
「
八
雲
抄
序
／
夫
和
歌
者
起
自
八
雲
出
雲
…
…

　
…
」

　
⑤
全
七
冊
の
う
ち
巻
第
六
欠
。

　

[
1
0
8
1
0
7

〜

1
0
8
1
1
2
]



写
真
編

０
３

 
 

古
代
音
楽
　
雅
楽
　
神
道
音
楽

写
一

﹇

神

楽
譜

﹈

﹇

神

楽
譜

﹈

﹇

神

楽
譜

﹈

﹇

神

楽
譜

﹈

　
①
撰
者
不
明
。

　
②
写
本
。
巻
子
。

　
③
十
二
枚
。

　
⑤
「
阿
知
女
作
法
」
「
尻
上
」
「
韓
神
」
、
「
吉
々
利

　
々
」
「
得
銭
子
」
「
木
綿
作
」
（
以
上
星
三
首
）
、
　

　
「
朝
蔵
」
「
其
駒
（
譜
欠
）
」
　

　

[
M
0
4
6
4
/
8
0
1
7

　
　

3
9
4
3
-
3
9
5
4
]

０
４

 
 

仏
教
音
楽

 
 

声
明

写
二

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

魚

山

　
芥

集

　
①
長
恵
撰
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
版
。

　
②
版
本
。
袋
綴
。

　
③
一
〇
三
枚
。

　
⑤
巻
尾
数
枚
欠
。

　

[
M
0
4
6
8
/
8
0
2
1

　

4
2
5
7
-
4
3
6
3
]

写
三

﹇

顕

密
聲

明
集

﹈

﹇

顕

密
聲

明
集

﹈

﹇

顕

密
聲

明
集

﹈

﹇

顕

密
聲

明
集

﹈

　

　
②
版
本
。
折
本
。

　
③
一
四
二
枚
。

　
⑤
﹇
顕
密
聲
明
集
﹈
の
称
は
吉
田
恒
三
氏
の
「
故
多
紀

　
道
忍
氏
所
蔵
文
献
目
録
」
（
東
洋
音
楽
研
究
十
二
・
十

　
三
合
併
号
）
に
よ
る
。
各
巻
の
外
題
は
「
四
箇
法
要

 
 

　
一
」
「
切
音
錫
杖

 
 

二
」
「
両
界

 
 

三
」

「

潅
中
音
　

　
四
」
。
別
称
「
魚
山
声
明
六
巻
帖
」
「
六
巻
帖
」
「
魚

　
山
顕
密
声
明
集
略
本
」
「
魚
山
集
略
本
」
等
。
奥
書
に

　
「
東
叡
山
寛
永
寺
蔵
板
／
明
治
四
拾
参
年
九
月
七
日
声

　
明
傳
習
（
紀
念
）
ノ
為
／
之
レ
ヲ
受
ク
　
魚
山
声
明
業

　
／
竹
内
道
忍
」
と
あ
り
、
寛
永
寺
版
で
あ
る
こ
と
が
知

　
ら
れ
る
。
他
に
憲
真
版
、
魚
山
版
が
知
ら
れ
る
が
、
寛

　
永
寺
版
は
希
少
。
憲
真
版
と
の
主
な
相
違
点
は

、

「

四

　
箇
法
要

 
 

一
」
ウ
末
に
「
中
唄
」
を
載
せ
る
。
「
切
声

　
錫
杖
　
二
」
の
「
三
禮
」
が
「
対
馬
三
禮
」
と
記
さ
れ

　
る
。
「
両
界
　
三
」
の
「
云
何
唄
」
に
博
士
が
記
さ
れ

　
る
（
後
補
筆
カ
）
等
。
各
帖
の
曲
順
は
表
参
照
。
ま
た

　
「
普
賢
讃
」
「
云
何
唄
」
の
巻
を
欠
く
が
寛
永
寺
版
に

　
両
巻
が
元
々
存
し
た
か
ど
う
か
は
不
詳
。
多
紀
道
忍
氏

　
旧
蔵
。

　

 
[
M
0
4
6
3
/
8
0
1
6
]



各帖曲順の比較

「四箇法要　一」 「普賢讃」
寛永寺版 憲真版 表 　欠 普賢菩薩行願讃

表 始段唄 始段唄 裏 　欠 ナシ
散華 散華 「潅中音　四」
梵音 梵音 表 潅頂唱礼胎 潅頂唱礼胎
錫杖 錫杖 唱礼金 唱礼金
仏名 仏名 唱礼合 唱礼合

裏 伽陀 伽陀 裏 諸天讃漢語　呂曲 諸天讃漢語　呂曲
法華讃歎 吉慶讃漢語 吉慶讃漢語
仏名 吉慶讃梵語 吉慶讃梵語
教化 乞戒偈 乞戒偈
中唄？ 心略讃 心略讃

「切声錫杖　二」 僧讃 僧讃
表 錫杖 錫杖 諸天讃漢語　律曲 諸天讃漢語　律曲
裏 対馬三礼 三礼 四智漢語律 四智漢語律
六種 六種 「云何唄」
八句念仏 八句念仏 表   欠 （内題ナシ）
後唄 後唄 裏   欠 ナシ

「両界　三」
表 四智讃梵語　呂曲 四智讃梵語　呂曲
同讃漢語　呂曲 同讃漢語　呂曲
云何唄 云何唄（博士なし）
散華 散華
対揚 対揚
供養文 供養文
三宝
唱礼 唱礼
九方便  作法方便 九方便  作法方便
        出罪方便         出罪方便
        帰依方便         帰依方便
        施身方便         施身方便
        発願方便         発願方便
        随喜方便         随喜方便
        勧請方便         勧請方便
        奉請方便         奉請方便
        回向方便         回向方便
大讃 大讃
仏讃 仏讃

裏 供養文 供養文
三宝
唱礼 唱礼
五悔    作礼 五悔    作礼
        懺悔         懺悔
        随喜         随喜
        勧請         勧請
        発願         発願
百字讃 百字讃
百八讃 百八讃
合行唱礼 合行唱礼



写
四

聲

明

音
律

聲

明

音
律

聲

明

音
律

聲

明

音
律

　
①
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
知
空
著
。

　
②
写
本
。

　
③
五
三
枚
。

　
⑤
「
三
種
五
音
事
」
「
三
箇
変
音
事
」
「
十
二
律
事
」

　
「
六
十
律
事
」
「
三
百
六

十
律
事
」
他
。
圓
融
房
蔵
。

　
多
紀
道
忍
氏
旧
蔵
。

　

[
M
0
4
6
2
/
8
0
1
5
]

写
五

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

　
①
信
澄
記
。
諄
智
写
。

　
②
三
七
枚
。

　
③
写
本
。
袋
綴
。

　
⑤
声
明
口
決
書
。

　
初
日
「
四
智
梵
語
」
「
大
日
讃
」
「
不
動
讃
」
「
四
智

　
漢
語
」
「
心
略
漢
語
」
「
仏
讃
」
、
二
日
「
吉
慶
漢
語

　
　
讃
五
ツ
ア
リ
」
「
文
殊
讃
」
「
吉
慶
梵
語

 
 

讃
三

ツ

　
ア
リ
」
、
三
日
「
吉
慶
梵
語
第
二
／
第
三
」
「
阿
弥
陀

　
讃
」
「
四
波
羅
密
」
「
金
剛
薩
　
」
「
金
剛
寶
」
、
四

　
日
「
金
剛
法
」
「
金
剛
業
」
「
佛
名
」
「
教
化
」
「
三

　
礼
」
「
如
来
唄
」
「
云
何
唄
」
、
五
日
「
出
家
唄
」
　

　
「
散
華
」
「
梵
音
」
、
六
日
「
錫
杖
」
「
對
揚
」
「
五

　
悔
」
、
七
日
「
胎
蔵
界
」
「
理
趣
経
」

　

[
M
0
4
7
0
/
8
0
2
3

　

4
0
7
5
-
4
1
1
1
]

写
六

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

聲

明

指
南

鈔

　
①
信
澄
記
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
八
）
義
乗
写
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
三
八
枚
。

　
⑤
声
明
口
決
書
。

　

[
M
0
4
7
1
/
8
0
2
4

　

4
1
1
2
-
4
1
5
1
]

写
七

聲

明

指
南

抄

聲

明

指
南

抄

聲

明

指
南

抄

聲

明

指
南

抄

　
①
信
澄
記
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
尭
□
宥
説
写
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
三
六
枚
。

　
⑤
声
明
口
決
書
。

　

[
M
0
4
7
2
/
8
0
2
5

　

4
0
3
8
-
4
0
7
4
]

写
八

聲

明

展
覧

会
特

別

出

陳
目
録

聲

明

展
覧

会
特

別

出

陳
目
録

聲

明

展
覧

会
特

別

出

陳
目
録

聲

明

展
覧

会
特

別

出

陳
目
録

　
①
中
川
善
教
編
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
。
土

　
師
原
穆
秀
発
行
。

　
②
刊
本
。

　
③
十
九
枚
（
小
サ
イ
ズ
）
。

　

[
M
0
4
7
8
/
8
0
3
1
]

写
九

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

　
①
中
川
善
教
編
。
水
原
尭
栄
、
大
山
公
淳
印
刷
。
高
野

　
山
　
松
本
日
進
堂
印
行
。

　
②
刊
本
。

　
③
一
五
四
枚
（
小
サ
イ
ズ
）
。

　
⑤
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
、
高
野
山
寶
亀
院
に

　
お
け
る
声
明
本
展
観
目
録
。

　
[
M
0
4
7
6
/
8
0
2
9
]

写
十

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

聲

明

本
展

観
目

録

　
③
六
枚
（
小
サ
イ
ズ
）



　
⑤
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
十
月
十
二
日
、
十
三
日
、

　
大
谷
大
学
に
お
け
る
声
明
本
展
観
目
録
。

　
[
M
0
4
7
7
/
8
0
3
0
]

写
十
一

聲

明

目
録

　
呂

律

中

曲
聲
歌

之
事

聲

明

目
録

　
呂

律

中

曲
聲
歌

之
事

聲

明

目
録

　
呂

律

中

曲
聲
歌

之
事

聲

明

目
録

　
呂

律

中

曲
聲
歌

之
事

　
①
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
湛
智
著
、
文
政
十
二
年
　

　
（
一
八
二
九
）
写
。
　

　
②
写
本
。

　
③
四
〇
枚
。

　
⑤
多
紀
道
忍
氏
旧
蔵
。

　

[
M
0
4
6
1
/
8
0
1
4
]

写
十
二

聲

明

用
心

集

聲

明

用
心

集

聲

明

用
心

集

聲

明

用
心

集

　
①
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
良
海
写

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
八
二
枚
。

　
⑤
上
巻
（
音
楽
）
雅
楽
理
論
等
、
中
巻
（
法
楽
）
声
明

　
理
論
等
、
下
巻
（
器
量
）
。
湛
智
の
覚
え
書
き
を
弟
子

　
が
記
し
た
書
。
湛
智
の
覚
え
書
き
の
年
記
は
、
承
久
元

　
年
（
一
二
一
九
）
七
月
四
日
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）

　
九
月
廿
日
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
四
月
二
七
日
、

　
同
年
五
月
三
日
。
多
紀
道
忍
氏
旧
蔵
。

　

[
M
0
4
5
9
/
8
0
1
2
]

写
十
三

諸

聲

明
口

伝
随

聞

及

註
之

諸

聲

明
口

伝
随

聞

及

註
之

諸

聲

明
口

伝
随

聞

及

註
之

諸

聲

明
口

伝
随

聞

及

註
之

　
①
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
円
珠
著
。
天
保
十
五
年
　

　
（
一
八
四
四
）
明
倫
写
。

　
②
写
本
。

　
③
四
三
枚
。

　
⑤
「
五
音
呼
様
古
今
相
違
事
」
「
於
乙
散
華
有
異
説
事
」

　
「
八
子
音
喉
音
位
事
」
「
受
音
事
」
「
中
曲
三
異
名
事
」

　
「
魚
山
事
」
「
ソ
リ
音
事
」
「
一
越
調
吹
七
聲
事
」
　

　
「
宮
徴
塩
梅
ト
云
事
」
「
諸
天
讃
ノ
安
ノ
字
博
士
事
」

　
「
一
調
多
出
一
音
多
調
事
」
「
息
音
事
」
「
六
調
子
次

　
第
事
」
「
三
種
五
音
三
ケ
反
音
事
」
「
角
調
事
」
「
簫

　
笛
琴
箜
篌
ト
云
伽
有
習
陀
」
「
一
越
調
有
二
種
音
事
」

　
「
呂
中
律
三
當
三
國
事
」
「
伽
陀
下
節
有
二
様
事
」
　

　
「
太
食
調
音
云
事
」
「
宮
角
反
徴
反
宮
ト
云
有
徳
事
」

　
「
呂
律
高
羽
二
音
相
違
事
」
「
春
鴬
囀
入
破
並

長

保

楽

　
越
殿
楽
反
音
事
」
「
呂
中
律
由
事
」
「
声
明
血
脈
事
　

　
良
忍
上
人
已
下
」
「
引
聲
相
伝
事
」
「
崑
崘
八
仙
事
」

　
「
大
讃
出
音
事
」
「
塩
梅
事
」
「
呂
律
中
曲
等
ノ
聲
哥

　
事
」

　
　
本
学
附
属
図
書
館
に
応
永
三
三
（
一
四
二
六
）
桂
運

　
の
写
本
が
存
す
る
（

W
7
6
8
.
2
8
/
s
h
9
6
2

）
が

芸

大
図
書
館

　
本
に
は
、
「
慈
覚
大
師
御
将
来
笛
事
」
「
羅
漢
供
調
子

　
事
」
の
二
項
が
加
わ
る
。
多
紀
道
忍
氏
旧
蔵
。

　

[
M
0
4
6
0
/
8
0
1
3
]

写
十
四

聲

明

聴
書

聲

明

聴
書

聲

明

聴
書

聲

明

聴
書

　
①
早
川
快
亮
書
。

　
③
一
九
一
枚
（
小
サ
イ
ズ
）

　
⑤
声
明
口
決
書
。
「
魚
山
」
「
四
座
法
則
」
「
四
座
講

　
式
」
「
説
草

」
「
大
般
若

法
則
」
「
祭
文
並
表
白
」
　

　
「
乞
戒
声
明
」
「
阿
闍
梨
聲
明
」
（
明
治
二
〇
年
、
一

　
八
八
七
）
及
び
「
豊
山
ノ
常
楽
會
法
則
」
（
明
治
三
四

　
年
、
一
九
〇
一
）
か
ら
な
る
。

　

[
M
0
4
7
5
/
8
0
2
8
]

写
十
五



聲

学

書
目

録

聲

学

書
目

録

聲

学

書
目

録

聲

学

書
目

録

　
③
十
九
枚
（
小
サ
イ
ズ
）
。

　
[
M
0
4
7
9
/
8
0
3
2
]

写
十
六

常

樂

會
　

涅
槃

講

式

常

樂

會
　

涅
槃

講

式

常

樂

會
　

涅
槃

講

式

常

樂

會
　

涅
槃

講

式

　
①
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
義
乗
著
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
十
八
枚
。

　
⑤
「
勧
請
」
「
祭
文
」
「
涅
槃
惣
礼
」
「
如
来
唄
」
　

　
「
散
華
」
「
梵
音
」
「
三
條
錫
杖
」
「
涅
槃
講
式
」
　

　
「
伽
陀
」
「
涅
槃
和
讃
」
「
釈
迦
念
佛
」
「
舎
利
讃
嘆
」

　
「
舎
利
礼
」
「
奉
送
」

　

[
M
0
4
6
7
/
8
0
2
0

　

4
4
7
2
-
4
4
9
0
]

写
十
七

新

義

智
山

聲
明

秘

事

新

義

智
山

聲
明

秘

事

新

義

智
山

聲
明

秘

事

新

義

智
山

聲
明

秘

事

　
①
瑜
伽
大
僧
正
直
伝
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
義

　
乗
写
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
三
〇
枚
。

　
⑤
「
四
智
梵
語
」
「
大
日
讃
」
「
不
動
讃
」
「
四
智
漢

　
語
」
「
心
略
漢
語
」
「
佛
讃
」
「
吉
慶
漢
語
」
「
吉
慶

　
梵
語
」
「
四
波
羅
密
」
「
金
剛
薩
　
」
「
金
剛
法
」
　

　
「
三
禮
」
「
云
何
唄
」
「
出
家
唄
」
「
散
華
」
「
對
揚
」

　
「
理
趣
経
」
「
合
殺
」
「
如
来
唄
」
「
梵
音
」
「
錫
杖
」

　
「
吉
慶
梵
語
」
「
五
悔
」
「
胎
蔵
界
」
「
両
垂
節
」
　

　
「
蘭
渓
節
」
曲
譜
他
。

　

[
M
0
4
7
3
/
8
0
2
6

　

4
1
5
2
-
4
1
8
1
]

写
十
八

大

般

若
法

則

大

般

若
法

則

大

般

若
法

則

大

般

若
法

則

　
①
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
大
和
屋
利
兵

衛
板
行
。

　
②
版
本
。
折
本
。

　
③
十
七
枚
。

　
⑤
「
大
般
若
開
白
作
法
」
「
大
般
若
法
則
」
（
「
三
礼
」

　
「
次
発
願
」
「
次
四
弘
」
「
次
一
切
諷
誦
」
「
下
礼
盤
」
）

　
「
結
願
作
法
」
（
「
次
神
分
」
「
次
勧
請
」
「
次
経
題
」

　
「
大
般
若
大
事
」
「
先
浄
三
業
三
部
被
甲
護
身
」
「
次

　
普
礼
」
「
次
梵
篋
印
」
「
次
経
台
印
」
）

　

[
M
0
4
6
5
/
8
0
1
8

　

3
9
5
5
-
3
9
7
0
]

写
十
九

智

豊

山
諸

役
引

合

古

事
等
私

記

智

豊

山
諸

役
引

合

古

事
等
私

記

智

豊

山
諸

役
引

合

古

事
等
私

記

智

豊

山
諸

役
引

合

古

事
等
私

記

　
①
林
岳
他
記
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
三
二
枚
。

　
⑤
「
初
重
問
講
出
仕
役
評
決
之
事
」
（
「
…
…
寛
政
十

　
一
年
己
未
十
一
月
評
決
上
前
頬
申
度
」
）
「
初
重
ト
云

　
事
」
「
智
山
役
引
合
之
事
」
（
林
岳
記
之

）
「
近
来
役

　
取
様
之
事
」
「
譬
之
事
」
（
文
政
四
年
己
歳
秋
九
月
廿

　
七
日
記
者
菅
明
院
住
明
阿
）
「
内
座
明
本
座
明
事
」
　

　
「
當
山
役
引
合
事
」
「
出
仕
講
師
ノ
法
則
」
（
「
天
保

　
二
年
辛
卯
十
二
月
為
補
□
記
之
憚
他
見
耳
／
有
光
」
）

　
「
説
草
甲
乙
之
事
」
「
十
七
日
説
相
之
事
」
「
同
十
七

　
日
論
議
法
則
」
「
出
仕
問
答
之
事
」
「
打
集
役
取
様
草

　
案
之
事
」

　

[
M
0
4
6
6
/
8
0
1
9

　

4
3
6
4
-
4
3
9
6
]

写
二
十

﹇

秘

讃
集

　
全

﹈

﹇

秘

讃
集

　
全

﹈

﹇

秘

讃
集

　
全

﹈

﹇

秘

讃
集

　
全

﹈

　
①
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
義
乗
写
。

　
②
写
本
。
巻
子
。

　
③
六
五
枚
。



　
⑤
「
孔
雀
讃
」
「
毘
沙
門
」
「
天
龍
八
部
」
「
如
意
輪
」

　
「
□
□
讃
」
「
寶
珠
讃
」
「
吉
慶
漢
語
讃

」
「
吉
慶
漢

　
語
讃
四
段
」
「
吉
慶
梵
語
讃
」
「
吉
慶
梵
語
讃
三
段
」

　
「
文
殊
」
「
文
殊
画
合
殺
」
「
薬
師
」
「
愛
染
」
「
不

　
動
」
「
不
動
漢
語
」
「
慈
救
呪
」
「
丁
重
慈
」
「
供
養

　
讃
」
「
供
養
讃
異
説
」
「
光
明
真
言
」
「
十
一
面
」
　

　
「
葬
送
」
「
最
勝
太
子
」
「
緊
那
羅
天
」
「
吉
祥
天
　
」

　
「
善
字
」
「
妙
音
天
」
「
妙
音
天
異
説
」
他
。
巻
頭
に

　
「
秘
讃
傳
授
目
録
次
第
…
…
…
永
禄
三
庚
申
年
三
月
十

　
一
日
授
与
源
誉
／
傳
授
阿
闍
梨
辨
弘
順
良
房
／
右
秘
讃

　
亀
尾
山
主
現
覚
房
亮
厳
法
印
御
本
／
書
拝
借
聲
明
御
指

　
南
之
上
書
写
一
校
畢
」
と
あ
る
。

　

[
M
0
4
6
9
/
8
0
2
2

　

3
9
7
1
-
4
0
3
6
]

写
二
一

梵

唄

曲
節

秘
事

梵

唄

曲
節

秘
事

梵

唄

曲
節

秘
事

梵

唄

曲
節

秘
事

　
①
求
法
密
資
甚
亮
著
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
義

　
乗
写
。

　
②
写
本
。
袋
綴
。

　
③
七
一
枚
。

　

[
M
0
4
7
4
/
8
0
2
7

　

4
1
8
2
-
4
2
5
6
]
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